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り

は

じ

め

一
五
世
紀
に
明
の
支
配
か
ら
脱
し
て
成
立
し
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
梨
朝
も
、
五
代
聖
宗
の
時
代
に
行
政
制
度
が
完
成
し
、
地
方
行
政
制
度
も
高
度

に
章
一
化
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
。
同
時
に
こ
の
時
期
は
開
園
後
半
世
紀
が
過
ぎ
、
土
地
制
度
も
よ
う
や
く
均
田
制
下
に
統
一
さ
れ
た
時
期
で

も
あ
っ
た
。



棲
井
[
一
九
八
七
一
第
一
章
]
が
詳
述
し
た
如
く
、
洪
徳
均
田
例
で
は
、
一
祉
を
土
地
・
人
口
調
査
、
及
び
公
田
土
分
給
の
車
位
と
し
て
お
り
、

田
土
を
班
給
さ
れ
る
丁
の
年
令
、
身
分
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
持
ち
分
を
決
め
、

そ
の
持
ち
分
の
総
数
で
社
内
の
田
土
の
線
面
積
を
割
り
、
各
丁

は
そ
の
数
値
に
持
ち
分
を
乗
じ
た
面
積
の
田
を
授
給
さ
れ
る
の
が
大
原
則
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
枇
内
の
田
地
面
積
が
増
え
て
丁
数
や
各
丁
の

持
ち
分
に
壁
化
が
な
け
れ
ば
、
各
人
の
受
け
取
る
田
地
面
積
の
絶
封
量
は
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
同
じ
持
ち
分
を
持
っ
て
い
て
も
、
達

う
世
に
戸
籍
を
も
っ
者
の
聞
に
班
給
田
土
の
絶
封
量
に
差
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
田
地
の
少
な
い
枇
の
民
に
は
近
隣
の
一
祉
の
田
土
を
給

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
例
外
的
な
も
の
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
ひ
ず
み
は
秩
序
回
復
に
よ
る
人
口
増
加
と
そ
れ
に
よ
る

土
地
の
稀
少
化
、
そ
れ
に
起
因
す
る
土
地
争
い
の
形
で
額
在
化
し
て
い
た
。

た
め
に
園
家
は
し
ば
し
ば
法
令
を
出
し
て
田
地
掻
大
を
推
奨
し
て
い
る
。
前
稿
[
八
尾

一
九
九
五
・
二

O
O二
・
二

O
O五
]
に
お
い
て
筆
者

は
開
拓
の
主
瞳
者
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
開
拓
事
業
を
、
(
一
)
開
園
功
臣
の
一
族
な
ど
有
力
者
に
よ
る
も
の
、
(
二
)
官
に
よ
る
も
の
、
(
三
)

般
農
民
に
よ
る
も
の
に
範
時
分
け
し
、
さ
さ
や
か
な
分
析
を
行
っ
た
。
貰
際
の
と
こ
ろ
、

一
五
世
紀
の
田
地
開
拓
事
業
に
閲
す
る
同
時
代
史
料
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は
皆
無
に
近
い

0
2
一
)
の
民
に
よ
る
開
拓
は
そ
れ
が
最
終
的
に
は
官
の
公
認
を
得
て
耕
作
権
そ
の
他
が
確
定
す
る
と
は
い
え
、
民
主
導
で
行

わ
れ
た
ゆ
え
に
史
料
に
残
る
可
能
性
は
さ
ら
に
少
な
い
。

そ
れ
で
も
唯
一
と
も
言
う
べ
き
同
時
代
史
料
(
洪
徳
期
碑
文
)
を
も
と
に
、
前
稿
[
八
尾

一
九
九
五

で
は
現
ク
ア
ン
ニ
ン
省
イ
エ
ン
フ
ン

(
安
興
)
牒
ハ
ナ
ム
島
で
の
新
開
拓
地
の
扱
い
を
巡
る
中
央
、
地
方
行
政
首
局
、
そ
れ
に
民
の
三
者
聞
の
交
渉
を
分
析
し
、
同
地
の
個
別
性
の

強
い
問
題
が
中
央
の
書
二
化
志
向
と
封
立
す
る
現
賓
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
事
例
だ
け
で
昔
時
の
民
主
瞳
に
よ
る
田
地
開
拓
を
論
じ
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
同
時
代
史
料
に
は
恵

ま
れ
な
い
も
の
の
、
開
拓
の
手
績
き
に
閲
す
る
詳
し
い
史
料
を
比
較
的
豊
富
に
残
す
ニ
ン
ビ
ン
省
内
の
一
村
落
の
開
拓
事
業
に
つ
い
て
、
ヴ
エ

(
1
)
 

ト
ナ
ム
人
研
究
者
の
先
行
研
究
を
参
照
し
つ
つ
論
じ
て
み
た
い
と
考
え
る
。
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民
に
よ
る
開
拓
の
手
績
き

公
田
を
均
給
さ
れ
る
均
田
制
度
が
確
立
し
た
と
は
い
え
、
民
の
聞
の
生
活
水
準
に
差
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
地
方
聞
の
格
差

も
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で
奨
閲
さ
れ
た
の
が
民
に
よ
る
自
主
的
な
田
土
の
開
拓
で
あ
る
。
た
だ
、
無
秩
序
に
こ
う
し
た
開
拓
を
認
め
る
こ
と
は
、

均
田
制
白
樫
の
基
盤
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
し
、
「
勢
家
」
と
呼
ば
れ
る
有
力
者
に
よ
る
土
地
占
奪
が
進
行
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
政

権
が
出
し
た
政
策
が
「
占
射
田
」
及
び
「
通
告
田
」
の
制
度
で
あ
る
。

禁
朝
前
期
の
土
地
は
園
家
の
直
接
管
理
下
に
あ
る
田
地
と
、
園
家
所
有
で
あ
る
が
村
落
(
剥
)
に
管
理
が
委
ね
ら
れ
た
田
地
(
こ
れ
が
農
民
へ

の
均
給
制
度
の
封
象
と
な
っ
た
)
、
そ
れ
に
個
人
の
所
有
す
る
私
田
地
に
分
か
れ
て
い
た
と
い
う
の
が
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
史
皐
界
の
通
説
と
な
っ
て

い
る
が
、
「
通
告
田
」
及
び
「
占
射
田
」
は
こ
の
三
つ
の
範
臨
時
に
は
含
ま
れ
な
い
特
殊
な
も
の
と
さ
れ
る
。

「
占
射
回
」
と
は
禁
朝
後
期
の
土
地
開
拓
関
係
史
料
に
新
開
拓
地
の
一
類
型
と
し
て
散
見
さ
れ
、
そ
の
起
源
は
聖
宗
の
洪
徳
期
ま
で
遡
る
と
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い
う
。
た
だ
チ
ュ
オ
ン
・
ヒ
ウ
・
ク
イ
ン
斗

Z
Q話
回
E
C戸
吉
町
[
心
与
口

r
z∞
N
E吋
印
。
]
に
よ
れ
ば
、
聖
宗
期
の
圃
家
側
の
正
式
文
書
や

正
史
等
に
は
具
瞳
的
な
規
定
が
蔑
さ
れ
て
は
い
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
ク
イ
ン
は

(
2
)
 

(
聖
宗
の
次
帝
)
景
統
四
年
(
一
五
O
一
)
秋
七
月
二
九
日
l
九
月
の
僚
を
あ
げ
る
。

『
大
越
史
記
全
書
』
(
以
下
『
全
書
』
)
十
四

害
注
不

各
府
牒
等
の
官
に
詔
す
ら
く
、
田
土
猶
お
荒
す
る
有
ら
ば
、
前
に
己
に
通
告
人
に
給
し
、
耕
種
納
税
せ
し
む
る
こ
と
例
の
如
し
。
若
し
貧

乏
の
人
、
前
に
巳
に
家
を
翠
げ
て
占
射
し
、
別
府
牒
の
荒
閑
田
土
を
開
墾
せ
ば
、
例
と
し
て
子
若
し
く
は
孫
に
停
え
て
耕
種
す
る
を
得
る

者
、
勘
官
に
告
げ
て
本
牒
枇
に
移
告
す
る
を
許
す
。
(
以
下
文
意
が
通
ら
な
い
。
次
の
候
文
の
一
部
が
誤
っ
て
つ
な
が
り
、

(
3
)
 

ら
れ
る
。
)

一
文
と
な
っ
た
と
考
え

こ
の
詔
に
よ
る
と
、
荒
閑
田
土
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
を
「
通
告
」
し
た
者
に
耕
作
さ
せ
て
納
税
さ
せ
る
こ
と
、

一
家
を
あ
げ
て
別
府
牒
の

荒
閑
回
土
を
「
占
射
」
開
墾
し
た
場
合
、
官
に
報
告
し
て
そ
れ
を
子
孫
に
継
績
耕
作
さ
せ
る
こ
と
を
許
し
、
原
貫
の
牒
一
世
に
通
知
さ
せ
る
こ
と



を
各
府
将
官
等
に
命
じ
て
い
る
。

次
に
ク
イ
ン
は
こ
の
雨
種
の
田
土
に
闘
し
、
禁
朝
後
期
の
法
丈
集
『
故
繋
律
例
』
所
収
の
「
園
朝
新
増
候
例
六
十
四
候
」
中
の
闘
連
候
丈
や

院
朝
期
の
市
廷
琉
撰
「
桑
治
偶
録
』
等
の
断
片
的
な
記
述
を
あ
げ
、
洪
徳
年
間
以
降
、
禁
朝
後
期
に
至
つ
で
も
一
般
民
に
よ
る
「
占
射
」
(
別

の
路
・
州
、
別
の
郷
邑
の
少
田
の
人
に
耕
作
・
居
住
を
許
す
こ
と
)
「
通
告
」
(
同
府
牒
・
同
承
宣
の
同
様
の
者
が
開
拓
を
行
い
、
上
口
射
と
同
様
に
納
税
を
件
、
つ

こ
と
)
方
式
に
よ
る
開
拓
事
業
が
継
績
し
て
き
た
こ
と
を
論
じ
る
。
し
か
し
そ
の
申
請
手
績
き
や
新
開
拓
地
・
開
拓
者
の
蹄
属
先
、
開
拓
上
限

面
積
等
を
規
定
し
た
洪
徳
期
の
原
候
文
の
存
在
は
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
人
史
中
永
か
ら
は
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

筆
者
は
二

O
O三
年
二
一
月
に
ホ
l
チ
ミ
ン
市
枇
舎
科
向
学
院
国
書
館
所
識
の
漢
晴
史
料
を
調
査
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
禁
朝
期
の
上
奏
丈
等
を

(
4
)
 

集
め
た
「
繁
朝
名
臣
章
疏
奏
啓
』
中
に
「
故
禁
占
射
官
田
事
録
編
抄
」
な
る
丈
章
が
牧
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
護
見
し
た
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が

公
開
さ
れ
る
の
は
初
め
て
で
は
あ
る
が
、
長
丈
な
の
で
重
要
部
分
の
み
を
引
用
す
る
。

一
、
天
下
別
府
牒
の
人
、
食
を
他
郷
に
求
め
、
口
(
口
は
空
き
宇
一
字
を
一
不
す
了
林
麓
・
麿
野
を
瞳
得

L
、
勘
じ
て
成
田
と
震
す
に
係
る
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光
順
九
年
七
月
初
回
目
、
赦
(
救
の
誤
字
と
思
わ
れ
る
、
以
卜
同
じ
引
用
者
)
す
。

は
、
某
人
の
投
告
す
る
を
許
す
。
本
府
牒
官
、
査
比
勘
案
し
、
戸
部
に
轄
呈
し
、
具
本
陳
奏
す
。
(
中
略
)
二
一
年
に
田
を
成
さ
ば
、
同
脚

官
・
社
長
、
親
ら
勘
主
に
臨
む
。
中
十
分
、
本
人
の
、
水
く
産
業
と
矯
す
を
許
し
、
従
い
ま
ま
に
貰
買
し
、
子
若
し
く
は
孫
に
惇
う
る
を
得
。

品
十
分
、
本
人
に
輿
え
て
耕
居
し
、
納
税
せ
し
む
る
こ
と
例
の
如
し
。

洪
徳
十
年
、
例
を
定
む
。

一
、
順
化
・
父
安
(
以
下
列
奉
の
地
名
略
)
等
の
遁
、
呉
の
辰
破
散
の
後
に
因
り
、
十
に
僅
か
に
一
の
み
存
り
。
或
い
は
人
多
く
し
て
田
少

な
く
、
業
を
立
つ
る
所
無
し
。
或
い
は
人
少
く
し
て
田
多
く
、
耕
作
童
さ
ず
。
能
く
林
麓
贋
野
・
浮
沙
海
岸
・
鹸
水
通
流
・
世
湖
阪
湖
・
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草
葬
極
目
の
地
を
瞳
得
し
、
本
人
、
赦
(
救
)
候
を
奉
観
し
、
己
に
開
墾
成
田
す
る
こ
と
有
ら
ば
、
官
を
差
し
て
東
西
四
至
を
勘
度
し
、

本
一
吐
の
枇
長
に
付
し
、
上
口
射
官
田
簿
に
著
入
し
、
本
人
に
給
興
し
て
耕
居
せ
し
む
。
寛
郷
な
ら
ば
、
土
五
高
・
田
拾
畝
。
狭
郷
な
ら
ば
、



574 

宜
し
く
其
の
竿
ば
を
准
す
べ
し
。
半
分
、
本
人
に
奥
え
、
永
く
産
業
と
矯
す
を
許
す
。
存
り
し
半
分
、
留
め
て
耕
居
し
、
納
税
せ
し
む
る

(
5
)
 

こ
と
例
に
依
る
。
本
月
日
、
高
室
町
門
に
晩
朝
す
。
司
監
太
監
臣
呉
叔
通
、
救
旨
を
奉
ず
。

天
下
等
庭
賛
治
承
宣
使
司
・
各
府
牒
州
等
に
救
識
す
。
(
中
略
)

今
後
、
某
府
牒
州
の
狭
郷
の
無
少
田
の
人
、
得
て
己
の
田
・
妻
の
田
と
話
す
こ
と
二
畝
以
下
な
ら
ば
、
自
ら
瞳
放
し
、
某
府
牒
州
庄
に
荒

閑
田
土
有
ら
ば
、
具
本
し
て
奏
聞
情
願
し
、
家
を
翠
げ
て
彼
に
往
き
、
居
住
開
墾
し
て
業
と
矯
し
、
以
て
官
役
に
首
る
を
許
す
。
差
官
、

告
人
を
領
将
し
、
指
庭
に
就
き
て
、
同
府
牒
官
と
公
同
し
て
量
擁
す
。
寛
郷
な
ら
ば
、
員
人
毎
に
田
拾
畝
・
土
五
高
を
給
す
。
開
耕
よ
り

二
年
の
外
、
成
熟
せ
ば
輿
え
て
産
業
と
矯
し
、
子
若
し
く
は
孫
に
惇
え
、
従
い
ま
ま
に
貰
買
す
る
を
得
。
其
の
半
、
投
じ
て
口
分
と
矯
し
、

徴
租
す
る
こ
と
例
の
如
し
。
若
し
狭
郷
な
ら
ば
、
宜
し
く
給
す
る
こ
と
、
寛
郷
に
覗
べ
竿
ば
を
減
ず
べ
し
。
占
射
の
人
多
け
れ
ば
、
析
し

て
立
て
て
新
一
吐
と
馬
し
、
其
の
衆
の
推
服
す
る
所
を
揮
ぴ
て
、
奥
に
本
一
祉
の
枇
長
と
属
す
を
許
す
。
占
射
の
人
少
け
れ
ば
、
本
庭
一
祉
の
籍
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に
著
入
す
る
を
許
す
。
戸
籍
を
造
り
し
年
に
、
新
庭
の
牒
官
・
一
世
長
、
奮
慮
の
牒
官
・
一
吐
長
と
領
回
し
て
開
陳
し
記
る
。
伺
民
、
首
に
朝

廷
恵
養
の
意
を
瞳
し
、
奮
土
の
著
く
る
は
、
包
占
し
て
己
の
物
と
矯
し
、
荒
蕪
を
留
む
る
を
致
す
を
得
、
ざ
れ
。
達
、
つ
者
、
流
罪
を
以
て
こ

(
6
)
 

れ
を
罪
す
。
(
以
下
略
)

光
順
九
年
(
一
四
六
八
)
の
記
事
に
よ
る
と
、
均
田
制
度
が
始
ま
る
洪
徳
年
聞
の
初
め
以
前
か
ら
『
故
繋
律
例
」
が
述
べ
る
よ
う
な
「
占
射

田
」
の
制
度
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
具
躍
的
に
は
、
別
府
牒
の
人
間
で
他
郷
に
生
活
の
資
を
求
め
て
荒
蕪
地
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
場
合
、

該
首
す
る
府
牒
官
に
投
告
し
、
そ
の
賓
態
調
査
を
受
け
、
そ
の
結
果
が
戸
部
に
迭
ら
れ
、
開
拓
が
許
さ
れ
る
。
三
年
後
に
開
拓
面
積
の
調
査
が

牒
官
と
社
長
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
そ
の
中
十
分
は
自
己
の
所
有
と
認
め
ら
れ
、
責
買
や
子
孫
へ
の
相
績
も
許
さ
れ
る
。
残
り
の
半
分
は
や
は
り
本

人
に
耕
作
さ
せ
納
税
さ
せ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

洪
徳
一

O
年
の
丈
章
で
は
更
に
内
容
が
詳
し
く
な
る
。
文
章
の
前
半
は
光
順
九
年
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
、
聖
宗
期
に
至
っ
て
も
数
朝

成
立
期
の
明

(
H
呉
)
と
の
戦
い
と
そ
の
後
の
混
乱
の
た
め
、
場
所
に
よ
っ
て
人
手
不
足
、
逆
に
田
地
不
足
が
お
こ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
耕



作
地
が
な
か
っ
た
り
足
り
な
か
っ
た
り
す
る
者
(
無
少
田
人
)
が
二
家
を
あ
げ
て
劣
悪
な
土
地
を
開
拓
し
た
場
合
は
、
官
の
賓
地
調
査
を
受
け
、

半
分
は
自
己
の
所
有
と
認
め
ら
れ
、
責
買
や
子
孫
へ
の
相
績
も
許
さ
れ
、
残
り
の
半
分
は
や
は
り
本
人
に
耕
作
さ
せ
納
税
さ
せ
る
こ
と
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

(
7
)
 

後
半
の
「
救
」
で
は
微
妙
に
内
容
が
費
っ
て
い
る
。
狭
郷
(
面
積
の
狭
い
枇
)
の
無
少
田
人
(
夫
婦
合
わ
せ
て
二
畝
(
マ
ウ
自
営
)
以
下
)
が
占

射
を
行
う
場
合
、
開
拓
地
貼
に
官
が
赴
き
、

そ
の
位
置
を
確
認
し
、
そ
の
一
祉
の
「
占
射
官
田
簿
」
に
登
録
し
た
。
新
地
が
寛
郷
(
面
積
の
震
い

世
)
で
あ
れ
ば
、
土
(
畑
地
と
国
池
、
土
宅
等
)
五
高
(
サ
オ
包
O
)

、
田一

O
畝
の
開
拓
が
許
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
(
三
の
誤
り
か
?
)
年
後
、
田

(
自
)

が
完
成
す
れ
ば
や
は
り
そ
の
竿
分
は
自
己
の
所
有
と
認
め
ら
れ
、
責
買
や
子
孫
へ
の
相
績
も
許
さ
れ
、
建
り
の
中
十
分
は
「
口
分
」
固
と
し
て
本

(
9
)
 

人
に
耕
作
さ
せ
納
税
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
狭
郷
で
あ
れ
ば
、
寛
郷
の
字
分
が
耕
作
権
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
占
射
し
た
人
聞
が
多

い
場
合
に
は
、
彼
ら
に
よ
る
新
た
な
枇
を
設
立
し
、
自
分
た
ち
で
壮
長
を
選
出
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
た
。
少
な
い
場
合
に
は
田
地
の
あ
る
一
吐
に

37 

戸
籍
が
移
さ
れ
、
移
住
先
の
牒
官
・
枇
長
が
原
貫
の
牒
枇
に
報
告
す
る
こ
と
、
(
占
射
を
し
た
者
は
)
原
貫
地
に
あ
っ
た
田
地
の
耕
作
権
を
失

う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

占
射
に
あ
た
り
、
無
秩
序
で
無
制
限
の
開
拓
を
規
制
し
、
成
田
後
の
事
務
慮
理
ま
で
が
詳
細
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
民
に
よ
る
自
主
開
拓
を

認
め
つ
つ
も
、
官
が
田
地
に
封
す
る
干
渉
を
緩
め
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
扱
う
魂
池
枇
も
こ
の
占
射
方
式
に
従
っ
て

開
拓
さ
れ
た
村
落
の
一
つ
で
あ
る
。

洪
徳
堤
に
闘
し
て

奮
魂
池
一
吐
の
存
在
す
る
ニ
ン
ピ
ン
省
の
地
形
は
、
北
部
が
紅
河
西
氾
濫
原
、
南
部
が
海
岸
砂
正
列
地
匿
に
分
類
さ
れ
、
そ
の
海
岸
線
は
今
も

陸
進
を
績
け
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
所
謂
「
洪
徳
堤
」
の
存
在
で
あ
る
。

戸7戸υiυ 

グ
ル

1
0
0戸
S
F
E
R
B
の
地
圃
[
の
白
戸
H
D

戸
忌
ω⑦

ω
∞]
で
知
ら
れ
る
堤
防
線
(
洪
徳
堤
)
に
闘
し
て
は
、
わ
ず
か
に
『
大
南
一
統
志
』
寧
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N .20161 

南定省義興府海

i良線、j字沙前|野外
上段碑在安路上

安諜!孫築立

大安牒浮沙・昭

勝等枇

院四百九高三尺

該押、豚丞裳・

記録吏萱名

軍監参拾四名

洪徳三年拾買に月

口円

N.9525 

半平省安慶府安

諜牒安諜糖、安諜

示士市碑記一白一

廃天府圏立

安諜l採安諜・安
細・安延・馬

ID・古林・園功
等計士

堤路、該二千五

百七十三高二尺

園岡武尉史・

.院軍

園園知府院.

康

洪徳三年十二月

ロ円

i共徳堤関連碑文

N.9524 

寧卒省安慶府

安誤勝安諜線、

安i莫枇亭後碑
記面

表一

N.6275 

半平省安誤!際

蘭i財息耽渓示|
内村碑路労

拓本番競

拓本上の説

明文

山明!際築立

安誤豚安諜・

安延二枇

天開府築立

安諜・・耽渓

等雨士

築立責任者

築立場所

随路、該八百

五十二高

該押、知l採武• 
記録吏二名

院圏、十二

(以下裂失)

武尉

義仁明

該押、

院照

同

堤路長

捨首官吏

軍監六十一名軍監参拾四名

洪徳三年十二

月口円
洪徳三年十二

月口円
記年月日

平
省

堤
恨
の
項
に

(注)口 字空き，・判読困難な文字字，圃判読困難だが想定可能な文字。表二も同様

鴻
徳
(
川
川
洪
徳
|
引
用
者
)
奮
堤
、
安
課
牒
に

在
り
。
繁
洪
徳
築
く
。
北
岸
乾
海
門
に
至

り
、
南
岸
石
堤
を
築
く
。
安
課
・
魂
池
等
の

枇
よ
り
、
安
慶
牒
蓬
海
江
の
南
岸
に
至
り
、

以
て
鹸
水
を
禦
ぐ
。
競
し
て
洪
徳
堤
と
日
う
。

今
存
り
。

と
あ
る
他
は
、
ほ
と
ん
ど
史
料
が
存
在
し
な
い
と

思
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
同
時
代
史
料
と
し
て
、

38 

工
事
に
携
わ
っ
た
役
人
の
名
前
と
堤
防
の
位
置
や

長
さ
を
記
し
た
同
じ
規
格
の
碑
文
四
基
の
拓
本

漢(
晴 Z
研フ
タ恒 一/

存益
LL 束
J:北盟主

さ戻
れに
てよ
しミ る

る10採
O~ 録

警が
がハ
そノ
のイ
ーの

買
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
築
立
場
所
は
数
枇
程
度
の
範
圏
内
、

そ
の
堤
路
の
長
さ
も
最
大
で
二
、
五
七
三
高
(
約

一
五
キ
ロ
メ
ト
ル
)
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
工
事
白
瞳

は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
工

事
の
主
睦
者
は
府
も
し
く
は
牒
で
あ
り
、
記
年
月
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O 
タイビン市

最士名，小地名

現都市名

河川名

大安海口海口名

(海岸線は現在のもの)

l際名

地園

×安設枇

j菰

ニンビン市

ラクザン河

望

南i鼠

」一一一一一一一」
lOkm 

寧舎i祉と東単品士を直径とした約 5kmの|員I~状の地域に大安l採古遼枇，務柴枇，憤上祉，真美祉，幅

隆枇が集中する。

B i共徳堤碑文に山てくる安延祉，安納品士，馬鞭枇が存在する。

A 

日
も
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

そ
れ
が
国
家
的
事
業
の
一
環
で
あ
っ
た
こ

と
を
伺
わ
せ
る
。
「
全
書
」
十
二

洪
徳

一
一
一
年
秋
八
月
!
九
月
の
僚
に
、

各
庭
承
宣
承
政
使
司
・
府
牒
官
等
に

堤
路
を
培
築
す
る
こ
と
を
救
旨
す
。

と
あ
る
の
が
上
記
の
築
立
開
始
命
令
で
あ

ろ、っ。ヴ
ェ
ト
ナ
ム
本
圃
の
皐
界
で
も
現
地
史

39 

料
の
牧
集
や
考
古
撃
的
調
査
が
進
み
、

五
世
紀
の
開
村
停
承
を
有
す
る
村
落
が
こ

の
堤
防
線
に
そ
っ
て
列
肢
に
い
く
つ
か
存

在
す
る
こ
と
、
こ
の
堤
防
が
首
時
の
一
脚
符

海
門
か
ら
安
謀
豚
ま
で
は
石
で
、

そ
れ
か

ら
東
は
土
盛
り
で
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

断
績
的
に
東
隣
の
ナ
ム
デ
イ
ン
省
海
岸
地

方
ま
で
延
び
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
と
な

っ
た
(
グ
エ
ン
・
ハ
イ
・
ケ

[Zmap
同
仕

同
町
一
戸
。
∞
日
]

や
フ
ァ
ン
・
ダ
イ
・
ゾ
ア
ン
&



578 

(
U
)
 

ヴ
・
ヴ
ア
ン
・
ク
ア
ン
〈
同
〈
M
E
C
戸
山
口
[
ロ
ロ
同
国
待
。
戸
山
口
呂
句
、

75mxv]
生
寸
)

O

筆
者
も
前
稿
[
八
尾

二
O
O
二
二
八
一
一
己

で
こ
の
堤
防
線
に
沿
っ
て
官
に
よ
る
屯
田
所
(
望
盈
所
、
逢
海
所
、
東
海
所
)
が
複
数
存
在
し
た

こ
と
を
指
摘
し
、
就
に
小
規
模
な
土
地
開
拓
が
主
と
な
っ
て
い
た
洪
徳
期
に
あ
っ
て
、
こ
こ
だ
け
は
例
外
的
に
統
一
的
水
丈
思
想
に
基
づ
く
大

規
模
工
事
(
楼
井
[
一
九
八
九
]
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
工
準
的
遁
謄
」
)
が
な
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

こ
の
作
堤
作
業
が
い
か
な
る
契
機
で
始
め
ら
れ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
『
全
圭
日
』

の
記
事
を
追
っ
て
い
く
と
、
光
順
八
年
(
一
四
六

七
)
に
鵬
風
に
よ
り
デ
ル
タ
東
部
か
ら
中
北
部
海
岸
線
に
至
る
ま
で
水
害
を
被
り
、
こ
の
地
方
の
民
に
は
翌
年
の
軍
役
を
克
除
せ
ざ
る
を
得
な

い
事
態
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
監
察
御
史
で
あ
る
丁
仁
甫
や
詔
惟
精
等
が
同
地
に
赴
き
、
瀕
海
の
堤
岸
を
調
査
し
て
そ
の
修
理
、
増
築
を
該

承
宣
使
に
命
じ
て
い
る
(
『
令
書
』
十

光
順
八
年
(
一
四
六
七
)
九
月
二
十
日
の
係
及
び
十
二
月
九
日
1
二
十
日
の
候
)
。
さ
ら
に
洪
健
二
年
竺
四

七
一
)
に
は
、
そ
の
う
ち
の
山
南
承
宣
(
ニ
ン
ピ
ン
省
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
)
に
封
し
て
特
に
以
下
の
様
な
救
識
が
出
さ
れ
て
い
る
。

山
南
承
宣
府
牒
等
の
官
に
救
議
し
て
日
く
、
「
爾
輩
、
任
め
は
方
面
に
隆
く
、
青
ハ
は
親
民
を
任
、
っ
。
朝
廷
恵
養
の
仁
を
瞳
す
る
あ
た
わ
ず
、

乃
ち
徒
ら
に
鞭
撲
簿
主
目
の
末
と
矯
す
。
今
爾
使
司
府
豚
等
、
宜
し
く
速
か
に
管
内
の
山
津
海
岸
等
の
地
に
行
き
、
田
と
矯
す
べ
き
は
、
堤

40 

堰
溝
、
渠
を
ば
、
勢
い
築
決
す
べ
し
。
虎
狼
の
害
を
矯
し
、
豪
横
数
唆
し
、
風
俗
謹
滴
し
、
生
民
疾
苦
す
る
こ
と
有
る
に
及
び
で
は
、
凡
そ

便
の
首
に
興
す
べ
き
、
害
の
嘗
に
去
る
べ
き
は
、
百
日
の
内
、
謹
み
て
績
け
て
奏
奉
す
べ
し
。
怠
慢
に
し
て
期
を
過
ぐ
れ
ば
、
錦
衣
衛
士

を
差
し
、
韓
訪
し
て
便
の
猶
お
興
す
べ
き
、
害
の
猫
お
除
く
べ
き
を
得
る
も
、
爾
の
奏
及
ば
ざ
れ
ば
、
府
牒
な
ら
ば
罷
職
、
度
南
軍
に
充

っ
。
承
司
官
な
ら
ば
降
職
せ
し
む
」
と
。
(
『
全
書
」
十

同
年
十
一
月
の
係
)

山
南
地
方
の
再
興
・
開
設
に
閲
し
て
、
作
堤
な
ど
有
盆
な
こ
と
は
直
ち
に
行
い
、
獣
害
や
豪
横
の
肱
庖
な
ど
有
害
な
こ
と
は
直
ち
に
取
り
除

く
こ
と
を
期
限
附
き
で
承
宣
司
や
そ
の
統
属
下
の
府
牒
官
に
巌
命
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
速
の
洪
徳
堤
は
直
接
的
に
は
こ
う
し
た
一
連
の
命
令

の
延
長
上
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
問
題
は
こ
う
し
た
園
家
主
導
の
作
堤
作
業
と
、
新
村
開
拓
が
ど
の
よ
う
な
闘
係
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
屯
田
所
は
確
か
に
国
家
機
闘
(
直
接
的
に
は
太
僕
土
寸
|
屯
H
所
使
の
系
統
)
の
経
告
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
新
村
、
例
え
ば
こ
れ
か



ら
論
じ
る
魂
池
一
祉
は
そ
う
で
は
な
い
。

魂
池
祉
の
開
拓

現
地
史
料
に
閲
し
て

前
章
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
洪
徳
三
年
(
一
四
七
二
)
に
洪
穂
堤
が
築
か
れ
た
と
す
る
碑
丈
が
一
一
ン
ピ
ン
か
ら
ナ
ム
デ
ィ
ン
省
の
一
五
世
紀

段
階
の
海
岸
線
近
く
に
貼
在
す
る
。
そ
し
て
筑
堤
と
前
後
し
て
、
民
に
よ
る
新
村
設
立
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
新
村
の
一
つ
で
あ
る
魂
池
枇
(
開

拓
首
時
は
球
温
枇
、
世
宗
(
在
位
一
五
七
七
|
九
九
年
)
の
避
詳
に
よ
り
繁
朝
後
期
に
魂
池
枇
と
な
っ
た
。
現
在
は
イ
エ
ン
ミ
1
4宮
呂
ヨ
祉
の
一
部
)
の
聞

拓
は
洪
徳
一
冗
年
(
一
四
七
O
)
八
月
か
ら
上
述
の
占
射
方
式
に
従
っ
て
開
始
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
園
家
大
撃
で
は
同
地
で
開
拓
に
関
わ
る
史
料
牧
集
を
一
九
八

0
年
代
か
ら
は
じ
め
、
す
で
に
ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
に
よ

41 

る
論
文
[
ロ

og伶
O
Eロ
呂
志
]
が
出
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
一
九
九
七
年
と
二

O
O五
年
の
二
度
(
一
九
九
七
年
は
私
費
渡
航
、
二

O
O五
年
は

本
稿
本
文
末
尾
注
記
の
科
研
補
助
金
に
よ
る
渡
航
)
に
わ
た
り
、
同
地
で
開
拓
に
関
わ
る
史
料
牧
集
を
行
っ
た
が
、
彼
ら
の
用
い
た
史
料
と
は
重
複

す
る
も
の
が
多
い
も
の
の
、
最
も
依
撮
し
た
も
の
が
異
な
る
。

ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン

[
ロ
白
山
口
除
。
戸
山
口

5
3
]
が
主
と
し
て
依
擦
し
た
の
は

『
魂
池
歴
史
解
音
』
(
以
下
『
解
立
日
』
、

会九

一
年
奉
寓
)
と
い
う
村

の
悟
史
を
綴
っ
た
も
の
ら
し
い
も
の
と
、
開
拓
者
の
子
孫
の
家
に
惇
わ
る
家
譜
、
そ
れ
に
開
拓
昔
時
の
顛
末
を
刻
ん
だ
「
魂
池
碑
記
」
(
以
下

(
比
)

「
碑
記
乙
で
あ
る
。
彼
ら
は
現
地
で
の
史
料
調
査
の
際
も
、
こ
れ
ら
の
史
料
の
重
要
部
分
の
み
を
メ
モ
し
た
だ
け
だ
っ
た
ら
し
く
、
筆
者
は
借

覧
す
る
機
舎
を
得
ら
れ
ず
、
ま
た
そ
の
後
の
現
地
調
査
で
も
現
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。
た
だ
、
彼
ら
が
用
い

て
い
な
い
開
拓
者
子
孫
の
寧
氏
一
族
に
惇
わ
る

『
信
号
氏
考
訂
」
(
以
下
『
考
一
訂
』
)
を
代
わ
り
に
我
々
科
研
調
査
圏
は
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
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(二

O
O五
年
二
一
月
二
七
日
)
o

以
下
で
は
そ
の
雨
方
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
形
で
開
拓
の
賓
態
を
考
察
し
て
み
た
い
。
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ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
の
毅
述

ま
ず
最
も
依
擦
す
べ
き
「
碑
記
」
の
冒
頭
の
部
分
を
掲
げ
る
。

碑
丈
題
「
魂
池
碑
記

己
丑
」
(
一
七
六
九
)

本
朝
平
果
関
園
兵
火
の
後
、
田
畝
荒
廃
す
。
洪
懐
の
初
め
救
す
ら
く
、
「
天
下
無
少
田
人
、
留
荒
の
漏
慮
に
在
る
に
お
い
て
占
射
し
、
築

居
墾
聞
し
て
納
税
成
田
せ
ば
、
中
十
ば
は
報
い
て
永
業
と
矯
す
を
聴
す
」
と
。
五
口
邑
の
始
祖
(
旧
)
院
貼
・
(
回
)
沼
仁
老
・
(
閃
)
寧
允
忠
・

(
悦
)
謝
来
・
(
閃
)
武
蕩
・
(
侃
)
陳
泰
・
(
肝
)
庇
壇
等
、
各
々
別
府
牒
の
人
に
し
て
、
本
勝
安
諜
一
吐
荒
田
の
魂
渓
・
奉
潜
等
の
庭
に
在
る

を
探
得
す
る
を
以
て
、

よ
り
て
前
後
肢
を
備
え
、
安
諜
牒
街
門
に
家
を
翠
、
げ
て
開
墾
す
る
を
乞
う
。
牒
官
陳
・
(
.
は
讃
め
な
い
文
字
一
ハ
子

を
一
不
す
て
武
仁
添
・
院
祐
等
、
次
第
勘
賓
し
、
賢
治
承
宣
使
司
に
申
詳
す
。
時
、
長
安
府
山
南
慮
に
隷
す
。
参
政
院
汝
力
・
禁
廷
攻
・

に
依
り
て
許
す
。
よ
り
て
各
お
の
田
に
照
ら
し
て
農
作
に
開
耕
し
、
経
る
こ
と
三
十
年
に
し
て
、
精
精
段
賓
た
り
て
、
始
め
て
枇
を
立
て
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参
議
陶
正
己
等
、
備
さ
に
朝
に
お
い
て
査
ぶ
。
戸
部
尚
書
花
公
毅
・
鄭
公
英
・
左
侍
郎
禁
仁
路
等
、
具
本
奏
知
し
、
並
び
に
奉
じ
て
請
求

て
魂
浬
枇
と
捺
す
。
後
百
徐
載
、
中
興
嘉
泰
年
間
、
世
宗
毅
皇
帝
の
御
詳
を
避
け
て
、
浬
を
改
め
池
と
矯
す
。
魂
池
の
名
、
此
に
始
む
。

又
端
慶
中
、
美
魂
一
吐
あ
り
。
近
世
こ
れ
を
美
村
と
謂
う
は
、
即
ち
今
の
美
勝
隣
、
是
な
り
。
意
、
つ
に
前
朝
の
戸
籍
を
携
造
す
る
よ
り
、
始

(
比
)

て
合
せ
て
一
と
話
す
。
(
以
下
略
、
景
興
年
聞
の
篠
例
が
列
挙
、
裏
面
に
は
開
拓
者
(
占
射
先
祖
)
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
)

こ
の
碑
文
に
よ
る
と
、
院
貼
ら
の
開
拓
手
績
き
は
「
占
射
」
形
式
に
従
っ
た
と
さ
れ
る
。
ゾ
ア
ン
と
ク
ア
ン
に
よ
る
と
、
占
射
先
祖
を
も
っ

子
孫
の
家
譜
に
は
沼
氏
に
し
ろ
、
寧
氏
に
し
ろ
、
す
べ
て
洪
徳
元
年
に
占
射
を
開
始
し
、
計
八
九
人
が
参
/
加
し
て
そ
の
す
べ
て
の
人
物
の
名
前

(
日
)

と
原
貫
地
等
が
「
碑
記
」
や
家
譜
に
蔑
さ
れ
た
祭
穫
の
際
の
「
祭
丈
」
等
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
た
の
が
表
ニ
の

「ロ
0

山
口
除
。
早
口
」
の
部
分
で
あ
る
[
ロ
o
留
保

O
Eロ
5
3
5
N
C
の
表
]
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
そ
の
う
ち
四

O
人
が
魂
樟
枇
の
属
す
る
安
諜

(
国
)

豚
と
は
別
牒
で
遠
方
の
大
安
牒
、
三
六
人
が
望
誠
牒
、
九
人
が
南
員
牒
出
身
者
で
、
{
女
諜
牒
出
身
者
は
わ
ず
か
四
人
し
か
い
な
い
。
別
府
牒
の



者
が
開
拓
を
行
っ
た
と
い
う
貼
で
は
確
か
に
占
射
規
定
に
ほ
ぼ
従
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

雨
氏
は
こ
う
し
た
新
村
設
立
と
前
稿
[
八
尾

二
O
O二
]

で
筆
者
が
論
じ
た
屯
田
所
制
度
と
の
闘
係
に
つ
い
て
言
及
を
行
っ
て
い
な
い
。
屯

田
所
の
州
労
働
力
に
な
り
得
た
貧
農
が
ど
う
し
て
リ
ス
ク
の
高
い
遠
方
に
出
か
け
る
の
か
。
例
え
ば
多
く
の
占
射
人
を
出
し
た
望
滅
牒
内
に
は
望

漏
屯
田
所
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
牒
を
離
れ
て
ま
で
遠
方
の
新
村
建
設
に
参
加
す
る
者
が
存
在
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
雨
氏
の
分
析

か
ら
あ
る
程
度
の
こ
と
が
推
定
で
き
る
。

つ
ま
り
、
官
の
規
制
の
強
い
屯
田
所
制
度
下
で
は
民
に
と
っ
て
「
う
ま
み
」
が
少
な
い
の
で
あ
る
。

洪
徳
元
年
に
占
射
の
準
備
が
は
じ
ま
り
、
地
縁
や
血
縁
に
よ
り
人
が
集
ま
り
、
(
旧
)
院
貼
と
(
口
)
花
仁
老
、
呉
公
暑
の
最
高
組
織
者
の
下
で

六
つ
の
圏
が
そ
れ
ぞ
れ
の
園
長
の
も
と
開
拓
に
つ
と
め
、
『
解
立
日
』
に
よ
れ
ば
、
四
年
後
の
洪
徳
五
年
に
は
す
で
に
村
落
の
瞳
裁
が
完
成
す
る

が
、
各
人
へ
の
田
地
分
配
は
景
統
二
年
(
一
四
九
九
)
に
よ
う
や
く
一
磨
の
決
着
を
み
る
。

ま
ず
最
初
の
官
へ
の
回
簿
提
出
前
(
洪
徳
七
年
)
に
は
九
二
八
畝
の
回
土
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
内
、

二
四

O
畝
は
最
高
組
織
者
三
人
が
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占
め
、
次
に
各
園
の
長
六
人
が
一
畝
ず
つ
占
め
、
残
り
の
六
八
二
畝
が
八
九
人
全
員
に
分
配
さ
れ
た
(
一
人
あ
た
り
約
七
畝
に
な
る
、
こ
の
段
階
で

は
ま
だ
納
税
義
務
な
し
)
。
し
か
し
田
簿
提
出
に
あ
た
っ
て
官
へ
報
告
さ
れ
た
額
は
七
二

O
畝
だ
け
で
、
残
り
の
二

O
八
畝
は
隠
匿
さ
れ
た
。
ま

た
報
告
分
の
七
二

O
畝
も
そ
の
宇
分
が
非
課
税
の
私
田
と
さ
れ
て
開
拓
者
の
手
に
わ
た
り
、
均
田
制
度
の
封
象
と
な
る
公
田
と
な
っ
た
の
は
残

り
の
三
六

O
畝
で
あ
っ
た
。
農
民
は
私
田
と
さ
れ
た
三
六

O
畝
と
隠
田
二

O
八
畝
を
、
前
連
の
分
配
方
法
と
同
じ
や
り
か
た
で
分
配
し
た
(
最

初
の
開
拓
者
と
各
園
の
長
へ
の
特
別
配
分
額
は
そ
の
ま
ま
)
o

そ
の
結
果
、

一
般
占
射
人
一
人
あ
た
り
の
私
田
は
三
畝
強
に
減
少
し
た
が
、
彼
ら
は
そ

れ
以
外
に
公
田
三
六

O
畝
の
分
給
の
封
象
者
と
も
な
っ
て
い
る
。

以
上
が
ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
論
丈
の
概
要
で
あ
る
。

本
事
案
に
閲
し
て
は
「
碑
記
」
を
見
る
限
り
、
規
定
通
り
ま
ず
将
官
に
申
請
が
出
さ
れ
、
承
司
官
を
通
じ
て
中
央
の
戸
部
が
最
終
庭
理
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
も
そ
も
田
地
隠
匿
の
事
賓
が
現
地
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
白
樫
、
民
に
近
い
地
方
官
の
中
に
は
そ
れ
に
気
づ
い

581 

て
い
た
か
、
或
い
は
不
正
に
闘
輿
さ
え
し
た
者
が
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
承
司
官
レ
ベ
ル
で
は
そ
れ
を
見
抜
け
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
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46 I VL千明
146|日|

|部川貧民 安百賀県Z
17 武酸 [南民勝康衝此] 17 武酸 89 武酸 貧民安諜牒貞女吐

洪徳18年 洪徳18年11月煎少田人33名

03 寧允忠 [首木、寧舎前|以 l、] 03 寧允思
[常詰完勝18名、
挙合!吐9邑] 41 寧允E 先生 望視際寧合前土

48 I>JL代 [兵] 48 DL代 ['f(2] 07 VLイt 貧民 大安Wi
49 寧戸若林 [兵] 49 寧産林 65 丁彦林 貧民 望j読県草

50 謝止;輩: [民] 50 謝丈輩 [民 5] 71l 謝土;埜 貧民 望i高出系
51 iiU二殿 [民] 51 バ殿 31 武仁殿 貧民 大安豚

52 宰允貞 [民] 52 寧允貞 42 寧允貞 貧民 望視際寧合前土允忠子

53 Fん文鐘 [民] 53 仏文鐘 08 I>;C丈鐘 貧民 大安豚

54 院文諸 [民] 54 院文誇

55 院イ自白 [兵] 55 院イ山局 [軍] III 院イ山品 貧民 大安豚

56 バ山石 [兵、僕姑m土以下] 56 バ山E [僕姑壮6軍] 78 武山E 貧民 而箕豚

57 武常 57 武常 79 武常 貧民 南箕豚

58 斐i毎 58 表海 83 斐海 貧民 南箕豚

59 武文才 59 式文才 80 式文才 貧民 南買収

60 武. 60 武尚 50 武品l 貧民 常i厩豚
61 武イ111 61 武官11 49 武力11 貧民 望i高出系
62 明i晩 62 関川堤

63 寧劇 63 寧劇 44 宰劇 貧民 望i厩豚
64 斐b花 64 装乾

65 楊儀 65 楊儀

66 M標 66 イ"1標 39 イ11t事 貧民 大安豚

67 字通 67 半迫 45 半道 貧民 望i麗豚
68 鄭好己: 68 朝)Bi'i主主 36 鄭有:且: 貧民 大安豚

69 央亭IJ 69 央石IJ 72 県列 兵士 望j鳳豚

70 県時過 70 見特i出 74 具時期 貧民 望j読県草

71 院汝矯 71 院如鴬 11 院文潟 貧民 大安豚

05 i'¥渇 52 武湯 貧民 望i車豚 圏長

72 町議 72 民主主 12 I>;i鍛 貧民 大安豚

73 1>)し庖 73 Fん九4 13 もし庖 貧民 大安Wi
74 枚好官 74 枝物官 84 枚好官 貧民 南員県草

75 陳涌 75 陳漏 54 陳漏 貧民 望i高出系
76 装止;植 76 装止;樫 68 斐土;種 貧民 望i麗豚
77 梁午 77 梁ヰト 76 梁午 貧民 望i車豚
78 I>)d-li 78 fじ杭 81 「ソし佑 貧民 南箕豚

景統5午 景統5年10月 開納税18名。7 院壇 [首本] 07 F元値 02 院1曹貧民 大安豚 園長

79 I!元主徳 79 F瓦遺徳 82 玩順徳貧民 出員豚 園長

80 I ffi世来 80 m世来 21 I ffi世来貧民 大安豚
65 楊儀

81 陳古銭 81 陳古銭 Eう 陳官歳 貧民 南員豚

82 院克端 82 院克端 14 院克端 貧民 大安豚

83 鄭文常 83 III'文常 37 鄭丈常 貧民 大安豚

84 寧克義 84 寧克& 46 寧克義 貧民 望j鳳豚

85 寧志 85 寧志 47 寧志 貧民 望j高Wi
69 44列 72 県列 兵士 常i厩豚
52 半允貞 42 半允貞 貧民 望i高出系 允忠了

86 I!元文郎 86 院文郎 15 院文郎 貧民 大安豚

70 呉時過 74 呉時過 貧民 望i厩豚
87 式 (依i'i 筆者)

71 院汝潟 11 院文矯 貧民 大安県草

87 院枚 88 ド元抄 16 院枚 貧民 大安豚

88 武承卿 89 ilt~R~卿 51 武承卿 貧民 望i麗豚
89 謝等 90 謝奉 71 謝て1I 貧民 望i厩豚

1173 I具公署|宮家| 常誠豚 |組織者|
ム語表記のままにしてある。[ ]は割注である。
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表二 占射人一覧

I車池碑戸己 寧氏考訂 l h叫 lan
記載順 氏名 備考 記載順 氏名 備考 記占見順|氏名 | 備 考

洪徳冗年 洪徳冗年

01 院黙 日本、大安豚関上壮] 01 院自白 。l 抗男占 富家 大安牒険上吐 組織者
02 )'[1老 [大安際束阜枇] 02 活{老 17 )'[1老 国家 大安牒東阜世 組織者

03 寧允忠 [望i轟燃寧合前土] 03 寧允忠 41 宰允忠 先生 望漏将卒t世
04 謝来 [大安!孫占遼訓] 04 調J来 22 謝来 兵 大安勝己遼示| 園長

05 式蕩 [望繍県許制占用IJ 05 式蕩 52 武蕩 貧民 望詰重県系 同長

06 陳~ 06 陳茶 40 陳'* 貧民 大安牒

07 院壇 07 院壇 02 院壇 貧民 大安豚 園長

洪j忠7年8月 洪他7年8月 払少同人20名

08 院決 [肯本、大安県長幅降市LJ 08 院決 [大安勝以下哨降] 55 院決 貧民 望詰重県系
02 j色仁老 [東皐] 17 i'ri仁老 富家 大安幌東阜吐 組織者

09 枚丈才 [東平枇以下] 〔日 枚丈才 56 枚止;才 貧民 望首重県草

10 枚文這 10 枚文這 57 枚文遁 貧民 望詰証県草

11 f自殺 11 m古文 18 活数 貧民 大安豚

12 ィ馬迷 [大安服務柴用IJ 12 J持迷 [務染用IJ 58 枚j主 貧民 望詰重県系

13 よ立公辿 13 員公;生 59 員 1~)fi立n 貧民 字詰電車系

14 黄土良 14 黄村; 60 黄公t良 貧民 望首重県草

15 黄補 15 黄補 61 黄公Phu貧民 望話量牒

16 m外 [j可出量|以 l、] 16 m外 [安設耐] 19 活外 貧民 大安豚

17 m藍 17 m藍 [安3買収ィ可泊市IJ 20 沼Nam 貧民 大安牒

18 |尻文玖 [慣 N吐] 18 |死文玖

19 黄禍 [民美壮] 19 黄附 [民美吐] 62 黄公柿 貧民 望証主豚

20 J師市: [1者上社] 20 J師走 [j貫下枇] 64 J市 貧民 望話量牒
21 F瓦門 21 F正門 03 f%門 貧民 大安燃
22 Fん併 [占7垂示LJ 22 Fん情 占遼iin3人 04 島じDdi 貧民 大安牒
23 ド元田 23 院田

24 半美 24 半義 43 半義 貧民 望首重県草

25 武千 [僕姑壮] 25 武子 [望i高際僕姑祉] 24 武千 貧民 大安牒

26 斐路 [貞k利] 26 斐路 [安説豚貞k相] 66 表L手c 貧民 望i厩県草

i共徳7年12月 j!t~害 7 年12月無少国人 9 名

古遼壮以下

27 鄭徳議 [首本、古遼世以 I'J 27 鄭徳議 32 鄭徳言葉 貧民 大安燃 園長

28 Fん異 28 Pん異
29 鄭廷 29 鄭建 35 鄭珪Duyen貧民 大安県系

30 装沼 30 装荷 38 装文話 貧民 大安牒

31 黄汝:fj 31 黄汝tt 63 黄汝~ 貧民 望首重県草
32 朝日高島二 32 実:維~X 34 t司1維ず千 貧民 大安牒
33 Fん偉 33 Fん尾
34 武仁文 34 武仁文 25 武仁文貧民 大安牒

0，1 謝ぅJ!i 22 謝来 兵 大安県長古;主吐同長

洪徳10年 洪徳10年7月 舟少田人15名

望椀軒、僕姑示IJ孔卜
5 式蕩 [首本、僕姑市|以下] 05 式蕩 52 武蕩 貧民 望詰重県系 同長

35 武築 35 武築

36 iit定 36 武定 28 バ定 貧民 大安l際

37 禁胎 37 2海ィ史 69 禁E古 貧民 望i高際
38 武平 38 武平 27 武平 貧民 大安!際

39 武千建 39 武士建
，10 武京オ八 10 武主己採 29 武示抗 貧民 大安牒

41 iLl::i女律 41 武如律 30 武汝律 貧民 大安牒

42 院干雫 42 既存 05 既存 貧民 大安牒

43 F瓦詐 43 F正議 06 f%待 貧民 大安燃
44 雪害均 [倣i提示|刀、下] 44 繋均 [安諜府:徽渓市|以下] 86 禁均 貧民 安設県H政i完iiil
45 き担苔 45 き語苔 87 古寺苔 貧民 安;葉県草搬渓官|

i主 備考は柿力原史料のi主記lこ忠貨な形で記したが，数字は算用数字に直してある。また， [Do亙n&Qu立nlS刊]
は氏名を現代ヴェトナム語で記しているので，Jtt定可能な限り漢字に直したが，山東なかった字はウ守エトナ
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ぅ
。
こ
の
よ
う
な
小
規
模
開
拓
に
は
同
様
の
不
正
が
ま
か
り
と
お
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
く
、
隠
回
摘
護
を
め
ざ
す
官
の
努
力
に
は

限
界
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン

[ロ
O
凶
ロ
待
。
早
口

Z
S
H
N
ω
]
に
よ
れ
ば
、
魂
津
で
は
開
拓
者
の
う
ち
の
安
謀
略

出
身
の
(
叫
)
梨
均
、
(
羽
)
梨
杏
、
(
判
)
院
子
明
は
田
地
分
配
後
に
自
分
の
取
り
分
を
他
人
に
責
り
梯
っ
て
故
郷
に
戻
っ
た
と
あ
る
。
「
占
射
」

を
認
め
た
官
の
意
固
か
ら
逸
脱
し
て
、
最
初
か
ら
首
地
で
の
生
活
の
た
め
で
は
な
く
、
責
買
を
目
的
と
し
た
開
拓
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

~ 
ヲ古マ
号去

氏

考

訂』

ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
雨
氏
の
論
文
は
地
方
史
料
の
他
、
「
古
老
の
口
停
」
ま
で
利
用
し
て
い
る
が
、
典
擦
を
丁
寧
に
明
示
し
て
お
ら
ず
、
記
述

の
員
備
を
原
史
料
に
遡
っ
て
検
誼
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
現
在
も
同
一
世
で
は
「
洪
徳
占
射
先
祖
」
の
祭
り
が
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、

あ
た
か
も
八
九
人
全
員
が
洪
穂
元
年
か
ら
開
拓
に
従
事
し
た
と
い
う
一
三
一
口
説
が
ま
か
り
通
り
、
賓
際
多
く
の
家
譜
に
も
そ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て

い
る
(
例
え
ば
後
述
の
呉
氏
家
譜
な
ど
)
。
雨
氏
も
そ
う
し
た
現
地
の
言
説
と
史
料
に
渦
一
度
に
基
づ
い
た
た
め
か
、
非
通
時
的
な
開
拓
史
絞
速
を
し
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て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。

で
あ
る
。
同
書
は
そ
の
題
名
通
り
、
撰
者
自
身
が
一
七
六
九
年
首

時
の
「
碑
記
」
作
成
に
参
輿
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
不
備
を
指
摘
す
る
た
め
自
ら
「
考
訂
」
し
た
部
分
(
以
下
「
考
訂
」
)
と
、
そ
の

(η) 

根
擦
と
な
る
原
史
料
(
賓
際
に
は
そ
の
寓
し
)
を
「
占
射
事
遮
」
(
以
下
「
事
遮
」
)
と
し
て
採
録
し
て
い
る
。

こ
れ
に
釘
し
て
、
異
な
っ
た
情
報
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
『
考
訂
』

同
書
は
占
射
に
関
し
て
ま
ず
「
碑
記
」
に
あ
る
よ
う
に
、
開
拓
者
が
い
く
つ
か
の
圏
(
同
書
や
「
碑
記
」
で
は
「
本
」
と
稀
し
て
い
る
)
に
分
か

れ
て
お
り
、
そ
の
圏
内
の
い
く
つ
か
の
も
の
し
か
原
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
雨
氏
の
紋
遮
と
決
定
的

に
異
な
る
の
は
、
固
に
よ
っ
て
入
植
し
た
時
期
も
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。

以
下
で
は
、
「
考
訂
』
中
の
「
事
誠
一
」
と
「
考
訂
」
を
も
と
に
、
各
圏
の
占
射
面
積
や
占
射
に
関
わ
る
事
由
、
経
緯
、
引
用
さ
れ
た
原
史
料

の
考
察
を
行
い
、
開
拓
史
を
組
描
し
て
み
る
。



【
第
一
次
】
洪
徳
元
年

首
本
|
侃
貼
。
本
員
|
首
本
を
含
め
て
一
四
人
。

「
事
連
」

伊
」
ふ
み

l

l

 

洪
徳
元
年
、

(
旧
)
既
知
・
(
位
)
沼
仁
老
・
(
閃
)
寧
允
忠
・
(
叫
)
謝
来
・
(
閃
)
武
蕩
・
(
侃
)
陳
泰
・
(
M
W
)

院
壇
等
に
奉
給
し
、
開
耕
占
射

(
団
)

せ
し
む
[
今
原
本
見
え
ず
。
た
だ
光
賓
(
会
五
王
四
六
一
)
・
淳
一
耐
(
一
王
六
一
六
五
)
閥
、
所
の
類
簿
・
田
簿
に
擦
る
に
か
く
の
如
し
。
考
う
る

に
こ
の
七
人
、
是
れ
本
の
七
頭
名
な
り
]
(
[
]
は
割
注
を
示
す
。
以
十
同
じ
)
。
山
南
等
慮
賛
治
承
宣
使
司
・
戸
部
、
救
旨
の
事
二
本
を
奉
抄

(
初
)

す
る
を
矯
す
。

と
あ
る
が
、
こ
の
七
人
の
名
が
「
碑
記
」
や
後
代
(
剰
余
朝
後
期
)
の
田
簿
に
「
開
拓
初
護
者
」
と
し
て
翠
が
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、

「
考
訂
」
で
は
、
こ
の
全
員
が
洪
徳
元
年
に
来
た
者
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

窮
か
に
意
え
ら
く
、
こ
の
七
人
、
元
日
疋
れ
七
本
の
頭
に
し
て
、
給
す
る
所
ま
た
洪
徳
元
年
の
み
に
止
む
る
に
あ
ら
ず
。
た
だ
起
給
せ
ら
る

(
幻
)

こ
と
こ
こ
よ
り
す
る
の
み
、
と
。

47 

と
し
て
、
こ
の
七
人
は
歴
代
の
首
本
で
、
洪
徳
元
年
に
限
ら
ず
、
た
だ
開
拓
の
開
始
が
同
年
で
あ
る
こ
と
を
示
す
だ
け
で
あ
る
と
す
る
。
極
め

て
安
骨
固
な
解
轄
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
(
灯
)
院
壇
(
檀
)
は
景
統
五
年
の
園
の
頭
目
で
あ
り
、
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
一
一
一

O
年
以
上
前
の
洪
徳
元
年

に
参
加
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
「
考
訂
」

苧
}
ふ
み

l

l

 

貼ま
のた
本傷
、莫
::i;6. 主主主
1ロ アゴて

陣康
名の
とa開
本
示土
枇
長
沼
姓

田
簿
・
国
語
歌
を
作
る
。
引
く
所
の
こ
の
七
人
の
田
界
甚
だ
詳
か
に
し
て
、
か
つ
言
わ
く
、
院

と
あ
っ
て
、
莫
氏
崇
康
年
間
(
一
五
六
六
七
七
)
に
は
ま
だ
洪
徳
元
年
の
開
拓
者
は
既
知
他
一
一
一
一
人
と
い
う
情
報
が
あ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し

結
果
と
し
て
賓
際
に
院
貼
に
従
っ
た
他
の
二
二
人
の
名
は
停
わ
ら
な
い
。
ま
た
こ
の
開
拓
に
閲
し
て
奉
抄
さ
れ
た
は
ず
の
救
旨
二
道
が
牧
諒
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
開
拓
面
積
等
の
情
報
も
残
っ
て
い
な
い
。
『
考
訂
」
に
先
ん
ず
る
「
碑
記
」
も
同
様
の
記
述
を
し
て
お
り
、
そ
の
立
碑
の

戸Q戸υ凸υ

段
階
で
原
史
料
は
師
に
失
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
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【
第
二
次
】
洪
徳
二
年
七
月

後
連

【
第
三
次
】
洪
徳
七
年
八
月
、
首
本
|
(
侃
)
既
決
↓
(
但
)
泊
仁
老
。
本
員
|
首
本
を
含
め
て
二

O
人
「
考
一
訂
」
に
は

一
、
洪
懐
七
年
八
月
、
(
伺
)
玩
決
に
奉
給
し
て
耕
せ
し
む
[
本
中
二
十
名
、
今
現
に
存
す
。
た
だ
田
(
裂
失
)
、
後
の
世
譜
内
に
現
に
存
ら
ず
]
0

按
ず
る
に
こ
の
本
、
今
抄
録
現
に
存
る
と
難
も
、
た
だ
前
朝
の
田
簿
、
(
侃
)
院
決
を
以
て
首
本
と
矯
さ
ざ
る
無
し
。
或
い
は
決
、
久
か
ら

(
お
)

ず
し
て
病
死
し
、
第
二
名
(
位
)
沼
仁
老
、
そ
の
田
を
替
耕
し
、
代
り
て
首
本
と
矯
る
か
。

と
あ
り
、
以
下
の
奏
本
や
歴
朝
の
田
簿
で
は
首
本
と
し
て
院
決
の
名
が
畢
が
っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
彼
は
途
中
で
病
死
で
も
し
た
た
め
に
、

「
碑
記
」
に
は
名
が
残
ら
ず
、
市
仁
老
が
首
本
を
代
行
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。

こ
の
固
に
は
「
事
連
」
の
部
分
に
奏
本
の
抄
録
が
蔑
さ
れ
て
い
る
。
以
降
の
固
に
も
同
様
の
抄
録
が
在
る
が
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
こ
れ

だ
け
全
文
を
紹
介
し
、
以
降
は
原
丈
を
注
に
記
し
て
概
要
を
述
べ
る
に
と
ど
め
る
。

洪
徳
七
年
八
月
初
九
日
、
戸
部
の
抄
出
せ
る
一
本
を
准
く
。
本
年
月
初
十
日
、
光
進
大
夫
戸
部
向
書
臣
沼
公
毅
謹
奏
し
て
官
荒
を
断
ず
る

を
議
せ
ん
が
事
の
矯
め
に
す
。
洪
億
七
年
十
月
初
九
日
、
巨
、
山
南
賛
治
承
宣
使
司
参
政
達
信
大
夫
院
汝
力
の
備
え
し
長
安
府
安
諜
牒
豚
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丞
武
仁
添
の
勘
せ
る
一
肢
を
准
く
。
「
建
興
府
大
安
牒
一
耐
隆
等
祉
の
軍
民
(
侃
)
玩
決
、
丈
啓
し
て
家
を
翠
げ
て
安
諜
枇
の
荒
田
土
を
開
墾

せ
ん
こ
と
を
乞
う
。
武
仁
添
、
安
課
枇
に
官
田
土
該
二
百
二
畝
捌
高
二
尺
有
る
を
勘
得
す
。
前
に
無
少
田
の
入
院
連
・
院
休
等
に
給
す
る

も
病
死
し
、
留
耕
を
願
わ
ず
。
そ
の
田
土
留
荒
す
。

(
m
m
)

院
決
等
が
若
き
は
果
し
て
是
れ
無
少
田
の
人
に
し
て
、
院
連
等
に
替
り
て
開

耕
・
納
税
せ
ん
こ
と
を
乞
う
」
と
。
院
汝
力
議
す
ら
く
、
「
安
誤
一
祉
の
田
土
該
二
百
二
畝
八
高
二
尺
、
前
に
院
連
・
院
休
等
に
給
す
る
に

係
る
も
今
留
荒
す
。
牒
官
例
に
照
ら
し
て
無
少
田
の
人
(
侃
)
院
決
・
(
凶
)
庇
丈
玖
等
に
給
し
て
開
耕
納
税
せ
し
め
ん
」
と
。
此
を
准
け
て

民
参
詳
す
。
玩
汝
力
の
官
荒
田
土
を
開
耕
す
る
を
議
す
は
己
に
古
れ
り
。
此
が
震
に
、
臣
陳
奏
す
ら
く
、
合
に
無
少
田
の
人
を
し
て
、
議

す
る
所
の
如
く
施
行
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。
謹
し
ん
で
具
し
て
奏
聞
す
。

計



安
諜
一
吐
魂
渓
・
奉
潜
の
官
荒
田
土
を
勘
す
。
該
二
百
二
畝
八
高
二
尺
。

一
所
、
魂
漠
洞
田
二
百
畝
[
束
二
再
十
五
高
、
(
川
山
)
院
黙
に
近
し
。
西
二
百
二
十
五
高
、
路
に
近
し
。
南
八
十
九
高
、
路
に
近
し
。
北
八
十
九
高
、
荒

田
に
近
し
]

0

一
所
、
奉
潜
土
二
畝
八
高
二
尺
[
束
十
二
局
、
(
旧
)
脱
黙
に
近
し
。
西
十
四
高
、
荒
出
に
返
し
。
南
二
十
高
九
尺
、
荒
同
に
近
し
。
北
二
十
高
八
尺
、

荒
田
に
近
し
]

0

無
少
田
の
人
、

二
十
名
。
(
侃
)
院
決
[
大
安
豚
以
下
幅
隆
]
・
(
位
)
芯
仁
老
[
東
皐
]
・

(ω)枚
丈
才
・
(
叩
)
枚
丈
遁
・
(
日
)
沼
教
・
(
ロ
)
鳴

迷
[
務
染
世
]
・
(
日
)
黄
公
連
・
(
M
H
)

黄
陪
・
(
日
)
黄
補
・
(
日
)
市
外
[
安
誤
枇
]
・
(
日
)
泊
藍
[
安
諜
豚
河
泊
枇
]
・
(
凹
)
黄
一
拍
[
異
美
耐
了

(
国
)
院
丈
玖
・
(
却
)
丁
師
孟
[
潰
下
枇
]
・
(
乱
)
侃
言
・
古
遼
枇
三
人
、
(
包
)
院
帯
・
(
お
)
院
田
・
(
江
)
寧
義
・
(
お
)
武
子
[
望
漏
豚
僕
姑

世
]
・
(
部
)
襲
路
[
安
課
牒
貞
女
枇
]

0
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本
月
日
、
高
書
門
に
お
い
て
晩
朝
す
。
試
司
櫨
監
掌
簿
臣
鄭
註
、
欽
し
ん
で
救
旨
を
奉
ず
。
是
な
り
。
此
を
欽
め
り
。
理
と
し
て
合
に
長

(
但
)

安
府
{
女
諜
牒
に
抄
迭
し
、
欽
遁
し
て
奉
行
す
べ
し
。

」
の
丈
章
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
占
射
の
手
績
き
に
闘
す
る
丈
書
の
惇
達
経
路
だ
が
申
請
者
(
院
決
)
↓
牒
官
↓
山
南
承
官
一
↓
戸
部
↓
寓
書
門
で
の
晩
朝
に
て
審
議
↓
司

種
監
↓
戸
科
↓
山
南
承
官
一
↓
安
謀
豚
官
と
な
る
。
ム
ラ
に
こ
の
抄
本
が
残
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
首
然
安
諜
牒
官
か
ら
こ
の
開
拓
圏
に
最
終
的
に

は
惇
達
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
こ
れ
は
先
に
見
た
占
射
規
定
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
規
定
で
は
占
射
に
閲
し
て
申
請
と
開
拓
開
始
の

順
序
が
今
ひ
と
つ
巌
格
で
は
な
い
。
こ
の
事
例
で
は
細
か
な
田
地
面
積
が
肢
に
出
て
い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
先
に
開
拓
に
着
手
し
て
か
ら

占
射
田
と
し
て
の
申
請
を
行
っ
た
と
考
え
る
の
が
安
首
で
あ
る
。

次
に
占
射
さ
れ
た
面
積
は
二

O
O畝
あ
ま
り
だ
が
、
そ
の
一
部
は
第
一
次
及
び
第
二
次
で
開
拓
さ
れ
た
も
の
の
、
開
拓
者
の
病
死
な
ど
に
よ

587 

り
荒
慶
し
た
も
の
、
或
い
は
田
地
と
し
て
完
成
し
な
か
っ
た
も
の
を
再
度
開
墾
し
た
も
の
を
含
む
。
病
死
し
た
ら
し
い
院
連
・
院
休
ら
は
、
院
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黙
に
従
っ
た
第
一
次
も
し
く
は
後
述
の
第
二
次
の
参
加
者
と
思
わ
れ
る
が
、
「
碑
記
」
で
は
占
射
祖
先
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
占
射

荒
田
面
積
は
二

O
O畝
、
土
(
こ
の
場
合
は
園
池
を
含
む
土
宅
で
あ
ろ
う
)
が
二
畝
八
高
二
尺
で
あ
る
の
で
、
圏
員
二

O
人
に
一
人
あ
た
り
田
一

O

畝
、
土
約
三
高
が
納
税
義
務
を
負
っ
た
「
上
口
射
田
」
と
し
て
輿
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
も
前
章
で
み
た
占
射
規
定
の
「
寛
郷
」
の
場
合

の
支
給
規
定
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
本
来
な
ら
そ
の
半
分
は
「
私
田
」
と
な
っ
て
院
連
・
院
休
等
が
庭
分
で
き
た
は
ず
だ
が
、
団
地
と

し
て
完
成
し
な
か
っ
た
か
、
課
税
猶
議
期
間
中
に
権
利
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
が
、
占
射
田
と
セ
ッ
ト
で
開
拓
さ
れ
た
は
ず
の
「
私
田
」
で
あ
る
。
田
地
の
四
至
記
述
を
見
る
と
、
「
荒
田
」

が
ま
だ
多
く
存
在
し
、
開
拓
の
絵
地
が
残
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
配
時
の
田
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
上
口
射
の
規
定
通
り
、
「
私
田
」
と
な
っ

た
占
射
田
の
必
十
分
と
無
申
告
の
開
拓
田
地
が
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
た
だ
そ
の
数
字
が
目
立
ち
す
ぎ
る
と
や
は
り
官
の
干
渉
が

あ
る
の
か
、
「
私
田
」
に
閲
す
る
情
報
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

【
第
四
次
】
洪
徳
七
年
二
一
月

首
本
(
訂
)
鄭
徳
謙
↓
(
似
)
謝
来
(
来
)
o

本
員
首
本
を
含
め
て
九
人
。

(
お
)

今
次
の
奏
本
(
抄
本
)
も
蔑
さ
れ
て
い
る
。
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申
請
者
は
建
興
府
大
安
・
望
繍
等
牒
古
遼
・
寧
舎
等
社
軍
民
(
幻
)
鄭
懐
謙
・
(
位
)
鄭
惟
杏
等
、
仲
介
者
は
前
回
と
同
じ
く
安
諜
豚
牒
丞
武
仁

添
、
山
南
承
宣
参
政
院
汝
力
、
審
議
者
も
戸
部
尚
書
古
公
毅
、
右
侍
郎
院
丈
通
で
あ
る
。
開
拓
地
も
安
諜
枇
魂
渓
・
翠
活
洞
庭
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
魂
渓
・
翠
潜
洞
庭
で
以
前
に
占
射
許
可
を
受
け
て
い
た
武
散
と
庇
休
(
こ
の
雨
名
も
第
一
次
も
し
く
は
第
二
次
の
圏
員
で
あ
ろ

う
)
が
病
死
も
し
く
は
耕
作
纏
績
を
望
ま
ず
、
留
荒
の
ま
ま
で
あ
る
と
安
諜
壮
一
紅
長
沼
濫
が
誼
言
を
行
っ
て
い
る
。
開
拓
国
土
は
六

O
畝
八
高

一
三
尺
な
の
で
、

一
人
あ
た
り
六
畝
強
と
、

わ
ず
か
四
ヶ
月
前
の
第
三
次
圏
に
比
べ
減
少
し
、
上
口
射
規
定
の
狭
郷
扱
い
に
近
い
。
な
お
「
考

訂
」
で
は
こ
の
圏
の
現
在
の
回
数
は
肢
に
不
明
で
、
一
幣
代
の
回
簿
・
類
簿
も
鄭
徳
謙
に
は
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
院
決
な
ど
と
同
様
に

(
お
)

途
中
で
病
死
で
も
し
て
(
叫
)
謝
来
(
来
)
が
交
代
し
た
の
で
は
と
推
測
し
て
い
る
。

【
第
五
次
】
洪
徳
一

O
年
一
一
一
月

首
本
(
但
)
古
仁
老
。
本
員
首
本
を
含
め
て
一
六
人
。



奏
本
(
抄
本
)
は
残
ら
ず
、
戸
部
で
聞
耕
納
税
事
が
議
さ
れ
た
こ
と
が
「
考
訂
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
申
請
者
は
(
回
)
市
仁

老
で
、
こ
の
圏
の
回
数
も
残
っ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
る
。

【
第
六
次
】
洪
徳
一

O
年
七
月

首
本
(
閃
)
武
蕩
。
組
員
首
本
を
含
め
て
一
五
人
。

今
次
の
奏
本
(
抄
本
)
は
残
っ
て
い
る
。

申
請
者
は
建
興
府
望
漏
豚
僕
姑
一
吐
軍
(
閃
)
武
蕩
・
(
担
)
院
在
等
、
仲
介
者
は
安
諜
牒
牒
丞
院
一
脂
、
長
安
府
知
府
院
謀
、
山
南
承
宣
参
議
陶
正

己
、
審
議
者
は
戸
部
右
侍
郎
禁
仁
路
、
右
侍
郎
院
丈
通
、
開
拓
地
は
安
諜
一
吐
魂
渓
・
奉
潜
洞
庭
で
あ
る
。

奏
本
に
よ
る
と
、

い
っ
た
ん
は
大
安
牒
憤
上
枇
の
占
射
入
院
詞
・
玩
軒
等
に
同
地
の
荒
田
を
給
し
た
が
、
再
び
開
耕
を
願
わ
ず
、
(
お
)
武

子
・
(
却
)
丁
師
孟
も
病
死
し
た
た
め
、
該
昔
の
田
地
が
留
荒
し
、
そ
れ
を
(
閃
)
武
蕩
等
に
占
射
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

奏
本
で
は
、
前
占
射
人
の
武
働
・
院
某
・
(
旧
)
玩
黙
ら
の
端
供
を
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
洪
徳
二
年
七
月
二
八
日
に
玩
詞
等
軍

51 

民
一
五
名
に
一
人
あ
た
り
田
一

O
畝
・
土
一
高
五
尺
八
寸
を
給
し
た
が
、
院
詞
・
院
軒
ら
六
名
は
再
び
耕
作
を
願
わ
ず
、
(
お
)
武
子
・
(
却
)
丁

師
孟
・
武
椿
三
名
は
病
死
し
、
本
分
田
土
九
一
畝
飴
り
が
留
荒
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
再
耕
を
望
ま
な
い
者
九
人
は
給
さ
れ
た
占

射
田
計
九
一
畝
二
高
を
全
額
返
還
し
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
の
園
に
給
さ
れ
た
。

こ
の
最
後
の
記
述
は
、
洪
徳
元
年
と
七
年
の
聞
に
最
低
も
う
一
次
(
洪
徳
二
年
七
月
)
占
射
認
可
が
下
り
て
い
た
こ
と
、
そ
の
際
、
第
三
次

と
同
様
に
寛
郷
の
規
定
に
従
っ
た
占
射
田
分
配
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
事
業
が
途
中
で
頓
挫
し
た
た
め
か
、
院
詞
・
院
軒

は
占
射
先
人
に
は
列
せ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
「
碑
記
」
に
も
言
及
が
な
い
。

一
方
、
同
じ
く
病
死
し
て
占
射
を
放
棄
し
た
(
却
)
丁
師
孟
・
(
お
)
武
子
二
名
は
洪
徳
七
年
の
占
射
人
だ
が
、
「
考
訂
」
で
は
病
死
し
た
以
上
、

(
却
)

こ
の
雨
名
は
碑
丈
で
は
占
射
先
祖
と
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
見
解
を
出
し
て
い
る
。

(
訂
)

首
本
(
仙
)
謝
来
。
本
員
首
本
を
含
め
て
一

O
人。

【
第
七
次
】
洪
徳
一

O
年

589 

「
考
訂
」
で
は
奏
本
(
抄
本
)
は
残
ら
ず
、
申
請
者
が
(
叫
)
謝
来
で
、
こ
の
園
の
回
数
も
残
っ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
と
す
る
。
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【
第
八
次
】
洪
徳
一

O
年

首
本
(
侃
)
陳
泰
。
本
員
首
本
を
含
め
て
六
人
。

「
考
訂
」
で
は
や
は
り
奏
本
(
抄
本
)
は
建
ら
ず
、
申
請
者
が
(
侃
)
陳
泰
で
、
こ
の
園
の
回
数
も
残
っ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
と
す
る
。

(
お
)

【
第
九
次
】
洪
徳
一
八
年
二
月
首
本
(
出
)
寧
允
忠
。
本
員
首
本
を
含
め
て
三
三
人
。

(

川

社

)

今
次
の
奏
本
(
抄
本
)
は
蔑
さ
れ
て
い
る
。

申
請
者
は
建
興
府
望
誠
等
牒
寧
金
口
枇
・
安
白
平
等
枇
(
閃
)
寧
允
忠
・
庇
祐
(
花
)
等
、
仲
介
者
は
安
諜
牒
官
、
山
南
承
宣
参
政
禁
廷
攻
、
審
議
者

は
戸
部
尚
書
鄭
公
呉
等
で
あ
る
。
開
拓
地
は
安
諜
一
紅
魂
渓
慮
、
開
拓
面
積
は
一
所
荒
田
九

O
畝
一
四
五
尺
三
す
(
日
九

O
畝
九
高
六
尺
八
す
)
で
、

そ
れ
ら
が
官
の
蓋
帳
か
ら
漏
れ
て
い
る
こ
と
を
安
諜
社
社
長
沼
濫
・
古
仁
銭
・
市
伯
例
等
が
端
供
し
、
申
請
と
な
っ
た
。
分
配
は
完
全
に
均
分

ママ

一
人
あ
た
り
二
畝
一
一
一
一
尺
四
尺
と
さ
れ
た
。
し
か
も
、
四
至
記
述
か
ら
「
荒
田
に
近
し
」
と
い
う
記
述
も
な
く
な
る
。
土
地
の
小
さ
さ

で、と
い
い
周
り
の
開
拓
拭
況
と
い
い
、
こ
こ
で
の
開
拓
が
終
局
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

【
第
一

O
次
】
憲
宗
景
統
五
年
(
一
五
O
二
)

(
お
)

首
本
(
肝
)
玩
檀
。
本
員
首
本
を
含
め
て
一
八
人
。
(
訂
)

奏
本
が
あ
る
が
、
も
と
も
と
抄
本
で
あ
る
上
に
、
中
央
で
の
丈
章
の
や
り
と
り
の
部
分
が
蹴
落
し
て
い
る
。

O 
月
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山
南
承
宣
使
が
官
田
を
替
耕
さ
せ
る
事
を
奏
上
し
て
い
る
が
、
開
拓
面
積
は
五
六
畝
二
高
七
尺
九
寸
で
、

次
の
四
至
記
述
に
よ
る
と
、
田
地
の
一
部
は
堤
外
(
お
そ
ら
く
洪
徳
堤
の
外
)
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
開
拓
は
ほ
ぼ
終
結
し
た
と
考

一
人
あ
た
り
三
畝
強
と
な
る
。
今

え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
の
ち
間
も
な
く
、
新
村
は
「
魂
浬
一
吐
」
と
し
て
安
諜
枇
か
ら
分
離
す
る
。

【
第
二
次
】
統
元
二
年
(
一
五
二
三
)

聖
宗
・
憲
宗
期
の
開
拓
は
こ
こ
に
一
端
終
了
し
、
そ
れ
か
ら
二
十
年
程
が
過
、
ぎ
た
後
、
新
た
な
開
拓
事
業
が
行
わ
れ
る
。

(
お
)

首
本
呉
公
害
。
本
員
首
本
を
含
め
て
一

O
人。

「
考
訂
」
に
は
具
躍
的
記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
首
本
と
参
加
者
数
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
「
碑
記
」
で
は
占
射
先
祖
に
含
ん
で
い
な

し、
O 

(
お
)

と
こ
ろ
が
、
呉
公
暑
の
子
孫
の
家
譜
『
呉
氏
家
譜
」
に
は
「
錦
衣
衛
都
指
揮
司
の
武
官
で
あ
っ
た
呉
公
暑
が
洪
徳
年
間
に
占
射
の
救
旨
を
受



け
、
詔
を
奉
じ
て
こ
の
地
方
の
賊
を
退
治
し
た
際
、
安
課
枇
海
口
で
戦
勝
祈
願
を
し
、
勝
利
の
後
、
廟
を
棚
削
除
庭
に
立
て
て
そ
の
地
に
入
植
し

(
的
)

た
が
、
庇
貼
ら
が
既
に
占
射
を
開
始
し
て
い
る
の
で
彼
ら
の
開
拓
地
と
安
諜
祉
の
聞
の
荒
閑
地
を
占
射
し
開
拓
し
た
」
と
あ
る
。
鞘
除
庭
は
注

記
が
あ
り
、
「
碑
記
」
に
も
「
又
端
慶
中
、
美
魂
枇
あ
り
。
近
世
こ
れ
を
美
村
と
謂
う
は
、
即
ち
今
の
美
勝
隣
、
是
な
り
」
と
出
て
く
る
美
勝

隣
の
地
の
こ
と
で
、
「
魂
池
と
は
別
の
開
拓
村
「
美
村
」
を
建
設
し
た
い
と
呉
公
暑
は
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
志
半
ば
で
況
し
、
後
に
魂
池
枇

(
H
U
)
 

に
合
流
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
こ
れ
は
附
舎
で
呉
氏
の
開
拓
は
そ
れ
以
前
の
開
拓
と
は
別
事
業
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
以
降
、
禁
朝
は
一
端
滅
び
、
『
考
訂
」
の
記
述
も
一
気
に
一
八
世
紀
に
ま
で
飛
ん
で
し
ま
う
。

四

ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
の
殺
述
と

『
考
訂
』

の
相
違
貼
と
接
貼

ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
が
依
擦
し
た

『
解
音
」
を
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。
編
集
の
過
程
も
不
明
で
、
『
考
訂
」
が
考
訂
し
た
開
拓
の
歴
史
を
一
纏
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め
に
し
た
印
象
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
相
遣
を
奉
げ
る
こ
と
に
ど
れ
だ
け
意
味
が
あ
る
の
か
も
怪
し
い
が
、
同
時
に
接
貼
も
見
い
だ
せ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

開
拓
が
い
く
つ
か
の
圏
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
は
表
二
に
園
長

E
E
E
E吉
間
)
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
組
織
者
(
ロ
笠
宮

民
岳
民
口
)
は
最
初
に
こ
の
事
業
を
企
書
一
し
、
私
産
を
投
じ
た
人
物
を
指
し
て
い
る
と
ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
は
す
る
。
本
来
、
占
射
は
無
少
田
人
が

行
う
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
賓
際
の
所
、
そ
れ
は
無
理
に
近
い
。
表
こ
に
あ
る
よ
う
に
、
多
少
史
料
に
祖
師
が
生
じ
て
い
る
が
、
参
加

者
の
多
く
は
大
安
解
と
望
漏
牒
に
集
中
し
て
い
る
(
後
は
安
諜
豚
と
南
異
際
が
ご
く
わ
ず
か
)
。
し
か
も
出
身
祉
や
出
身
族
も
か
な
り
集
中
し
て
お

り
(
地
図
一
参
照
)
、
安
諜
牒
内
は
と
も
か
く
と
し
て
、
他
時
か
ら
の
人
聞
が
故
郷
か
ら
毎
日
片
道
約
二

0
キ
ロ
を
通
い
で
田
地
造
成
作
業
に
来

た
と
も
思
え
ず
、
ま
た
安
課
枇
の
人
聞
が
協
力
し
た
と
も
考
え
に
く
い
(
そ
れ
な
ら
通
告
田
方
式
に
な
る
)
0

ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
は
近
隣
の
山
川
・

海
の
産
物
を
食
料
に
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
田
地
が
完
成
し
て
牧
穫
が
得
ら
れ
る
ま
で
は
、
誰
か
の
物
的
援
助
が
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必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
補
助
し
、
見
返
り
に
「
考
訂
』

で
は
出
て
こ
な
い
私
田
(
ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
に
よ
れ
ば
全
健
の
三
分
の
ム
絵
)
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を
多
く
享
受
し
た
の
が
「
組
織
者
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
安
首
で
あ
る
。
「
出
資
者
」
な
し
に
遠
方
の
民
が
開
拓
を
行
う
「
占
射
方
式
」

は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
開
拓
白
煙
は

『
考
訂
』
に
あ
る
よ
う
に
三

O
年
以
上
の
長
い
時
聞
を
か
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
開
拓
が
進
ん
で
さ
ら
な
る
未
開
拓

地
が
あ
り
、
勢
働
力
不
足
に
陥
る
と
、
地
縁
や
血
縁
を
頼
っ
た
新
た
な
人
員
募
集
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
占
射
申
請
に
よ
り
、
こ
の
開
拓
に

闘
し
て
は
大
安
牒
と
望
誠
牒
の
数
一
吐
に
優
先
権
が
輿
え
ら
れ
た
。
た
だ
新
来
の
圏
と
先
に
い
た
圏
と
の
聞
で
、
開
拓
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な

協
力
関
係
が
あ
っ
た
の
か
も
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
『
考
一
訂
」

で
は
個
々
の
圏
を
過
度
に
濁
立
的
に
認
識
し
て
い
る
が
(
と
い
う
よ
り
官
の
側
が

そ
う
認
定
し
て
い
る
)
、
何
人
か
は
複
数
の
園
に
所
属
し
て
お
り
、
自
分
の
園
の
開
拓
が
完
結
し
、
そ
の
地
に
と
ど
ま
れ
ば
、
首
然
後
護
の
園
に

(
も
ち
ろ
ん
見
返
り
っ
き
で
)
何
ら
か
の
便
宜
を
固
り
、
自
ら
参
加
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
後
設
の
組
で
異
様
に
参
加
人
数
が
少
な
い
事
例
(
第

八
次
の
六
人
な
ど
)
も
そ
う
考
え
れ
ば
理
解
可
能
で
あ
る
。

次
に
占
射
が
あ
く
ま
で
無
少
田
人
の
救
済
を
目
的
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
種
の
投
機
手
段
と
し
か
考
え
な
い
人
物
が
い
た
こ
と
を
ゾ

54 

ア
ン
&
ク
ア
ン
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
病
死
と
か
、
「
再
び
耕
作
を
願
わ
ず
」
と
か
書
か
れ
て
い
る
人
物
は
占
射
田
地
の
耕
作
権
を
放
棄
さ
せ

ら
れ
、
お
そ
ら
く
故
郷
に
蹄
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
、
非
課
税
封
象
の
私
田
は
在
地
の
人
聞
に
責
り
挽
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ

う
。
む
ろ
ん
経
済
的
理
由
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
貧
民
の
中
に
も
「
一
山
首
て
た
」
者
が
存
在
し
た
の
は
事
貰
で
あ
る
。
そ
し
て

「
碑
記
」
の
段
階
で
は
そ
う
し
た
人
物
を
極
力
「
占
射
先
祖
」
と
し
て
は
奉
嗣
し
な
い
と
す
る
原
則
を
と
っ
て
い
る
。

最
後
に
奇
異
に
映
る
の
は
、
原
史
料
に
は
単
に
「
兵
」
と
か
「
軍
」
と
か
あ
る
の
み
で
、
ど
の
レ
ベ
ル
の
軍
人
で
あ
っ
た
の
か
は
判
断
が
つ

か
な
い
が
、

チ
ャ
ン
パ
親
征
が
洪
徳
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
行
わ
れ
、
ラ
1
ン
サ
1
ン
(
哀
牢
、
盆
蛍
)
攻
撃
な
ど
も
洪
徳
年
聞
に
行
わ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
開
拓
者
の
中
に
兵
士
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。

首
時
の
兵
制
で
は
各
戸
の
成
年
男
子
は
「
閲
選
」
を
受
け
て
「
吐
項
」
(
現
役
兵
)
、
「
軍
項
」
(
珠
備
役
と
し
て
ム
ラ
で
待
機
・
耕
作
)
、
「
民
項
」

(
耕
作
民
)
等
に
割
り
振
ら
れ
て
い
た
が
、
「
兵
」
と
い
え
ば
士
官
な
ど
で
は
な
く
普
通
は
「
壮
項
」
を
指
す
[
藤
原

一
九
八
六

九



ー
九
七
]
。
彼
ら
は
輪
番
制
で
京
師
や
該
衛
所
に
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
と
す
れ
ば
、
輪
番
か
ら
は
ず
れ
て
時
郷
中
の
者
が
開
拓
に
参

加
し
、
「
軍
役
の
替
わ
り
」
と
し
て
、
或
い
は
「
吐
項
」
か
ら
は
ず
さ
れ
て
追
認
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
る
と
、

洪
懐
三
年
に
い
わ
ゆ
る
洪
徳
堤
が
築
か
れ
た
際
に
も
多
く
の
兵
士
が
動
員
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
役
務
終
了
後
、
占
射
に
参
加
し
た
者
も
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

監
察
役
に
あ
た
る
は
ず
の
れ
っ
き
と
し
た
錦
衣
衛
の
軍
士
で
あ
っ
た
呉
公
暑
の
開
拓
参
加
の
経
緯
も
異
例
で
あ
る
。
討
賊
の
任
務
遂
行
後
、

現
地
に
根
附
い
て
開
拓
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
官
か
ら
す
れ
ば
兵
士
が
混
じ
る
こ
と
を
許
し
た
の
は
隠
田
な
ど
の
不
正
糾
察
や
、
開
拓

園
の
防
衡
を
目
的
と
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
開
拓
の
進
展
す
る
中
、

や
が
て
「
兵
」
「
民
」
の
匝
別
そ
の
も
の
が

角産

立
日
』
と
「
碑
記
」
聞
の
食
い
違
い
の
多
さ
が
示
す
よ
う
に
、
無
意
味
な
も
の
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お

わ

り
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『
考
訂
」
で
は
新
開
拓
地
の
総
面
積
を
示
し
て
い
な
い
が
、
一
吐
と
し
て
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
か
ら
一
社
程
度
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
は
洪
徳
堤
が
こ
の
開
拓
事
業
に
大
き
な
貢
献
を
な
し
た
と
す
る
が
、
そ
れ
は
事
賓
と
し
て
も
、
問
題
は
因
果
関
係
、
す
な
わ

ち
堤
防
が
あ
っ
た
か
ら
開
拓
が
可
能
に
な
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
開
拓
す
る
気
に
な
っ
た
か
ら
堤
防
を
作
っ
た
の
か
で
あ
る
。
結
論
か
ら
述
べ
て

し
ま
う
と
、
作
業
の
主
瞳
が
別
で
あ
る
こ
と
(
作
堤
は
中
央
の
命
令
を
受
け
た
地
方
官
、
開
拓
は
民
間
)
を
勘
案
す
れ
ば
、
国
家
事
業
と
し
て
新
規

開
拓
を
行
う
た
め
に
堤
防
を
め
ぐ
ら
せ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
洪
徳
堤
に
沿
っ
て
魂
池
枇
の
他
に
も
占
射
方
式
に
よ
る
新
村
建
設
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
固
家
経
管
H

屯
田
形
式
に
よ
る
も
の
は
「
逢
海
所
」
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
黙
で
は
陳
朝
期
に
大
規
模
に
行
わ
れ
た
園
家
に
よ
る
堤

防
網
建
設
事
業
を
利
用
し
て
王
侯
・
貴
族
が
小
規
模
な
田
庄
を
経
営
し
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
田
地
開
拓
は
基
本
的
に
民
間
任
せ
な
の

で
あ
る
。
前
稿
[
八
尾

二
O
O二
]

で
保
留
し
た
、
大
規
模
な
工
撃
的
適
躍
に
よ
る
開
拓
の
可
能
性
は
こ
こ
ニ
ン
ピ
ン
で
も
感
じ
ら
れ
な
い
の
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で
あ
る
。
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し
か
し
安
興
の
例
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
ら
は
開
拓
そ
れ
白
胆
胞
を
行
わ
な
い
の
に
封
し
て
、
小
さ
な
開
拓
の
一
経
替
に
注
意
を
梯
う
固
家

側
の
態
度
は
か
な
り
執
拘
で
あ
る
。
わ
ず
か
一
枇
の
開
拓
に
、
『
考
訂
』

で
見
ら
れ
た
よ
う
に
地
方
官
の
申
請
と
中
央
で
の
審
議
、
結
論
と
し

て
の
救
旨
の
惇
達
が
煩
蹟
に
行
わ
れ
、
牒
官
は
頻
繁
に
祉
と
の
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
形
跡
が
あ
る
。
前
朝
陳
朝
後
期
の
工
準
的
遁
庭
事
業

の
完
成
に
よ
っ
て
各
地
で
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
新
規
開
拓
可
能
地
に
中
央
政
権
が
こ
だ
わ
り
す
、
ぎ
る
の
は
、
過
度
な
集
権
化
が
も
た
ら
し
た
弊
害

と
も
言
え
よ
う
。

最
後
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
本
来
、
小
規
模
開
拓
を
行
う
な
ら
、
よ
り
近
隣
の
者
が
行
う
「
通
告
田
」
式
の
方
が
多
か
っ
た
は
ず

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
史
料
が
管
見
の
限
り
で
は
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
事
賓
で
あ
る
。
そ
れ
が
史
料
に
残
ら
な
い
の
は
、
非
合
法

(
無
届
け
)
に
行
わ
れ
た
か
、
地
方
官
の
献
認
の
も
と
に
、
手
績
き
を
省
略
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
か
ら
と
考
え
る
の
が
白
然
で
あ

ろ
う
。
逆
に
こ
う
し
た
地
方
官
と
民
の
癒
着
を
防
ぐ
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ
中
央
で
は
「
占
射
」
が
奨
勘
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
穿
ち
す
ぎ
で
あ

56 

ろ
、
っ
か
。
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(U-hh
∞D
N
N品

z
m
F
E
F
v
z
m戸
可
宮
山
)
時
口
除

HLDv
回
世

H
0
5
J
E
巴
¥
ζ
D
F
F
u
r
-
r時
円
門
戸
口
ロ

m
E
H日

}
H
o
m
g
m
F
r凡
M
H
H
k
m
E
一
2
0ロ
間
口

E
m
B
同
同

wwv
叶
同

C
ロ
m

H凶
自
叶
}
え

r
司

z
m
uロ
}
H
ω
G
h
h
v口
叶
片
足

α口
問
巴

2
r
oロ
(
回
口
町
民

H
y
h
R
b
o
h
w
印
D
N明一回
m
w
Z
D
H

O
E
M
Y口
}
了
、
円
同
氏
。
口
四
国
問
、

F

E

∞N
ゅ
の

~
N
m
h弘
同

E
W
同
町
、
母
、
5
3吋
」
『
Q
3
N
e
U
J
b
m
Fハ
丸
岡
」
「
同
で
L

「
片
付
広
]
〕
戸
国

h
w
Z
O
F
e

戸G戸υ日υ

キ
+
-

同
吉
岡(
1
)
ヴ
工
ト
ナ
ム
人
史
家
に
よ
る
紅
河
デ
ル
タ
沿
海
部
開
拓
史
研
究
に

闘
し
て
は
嶋
尾
[
二

O
O一
二
]
が
総
括
を
行
っ
て
い
る
。

(
2
)
『
全
書
』
は
繋
月
日
の
は
っ
き
り
し
な
い
候
文
が
多
い
。
そ
こ
で

そ
れ
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
前
後
の
候
文
の
繋
月
円
を
示
す
。

(
3
)

『
全
書
』
の
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
語
語
版
(
カ
オ
・
フ
イ
・
ズ

h
g

出
石
日
戸
語
、
ダ
オ
・
ズ
イ
・
ア
イ
ン
H
M
g

ロ
ミ
〉
岳
校
定
・
考

鐙
、
初
版
一
九
六
八
年
、
第
四
分
所
三
三
八
百
九
)
も
同
様
の
指
摘
を

し
て
い
る
。

(
4
)
完
本
(
園
書
番
続
二
函
印
凶
)
で
抄
寓
年
代
は
不
明
だ
が
、
院
朝

期
に
編
集
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ハ
ノ
イ
の
漢
崎
研
究
院
に

は
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。

(
5
)

『
洪
徳
版
園
』
中
都
の
闘
に
よ
る
と
、
宮
城
内
に
蔦
毒
殿
が
存
在

す
る
。

(
6
)

光
順
九
年
七
月
初
四
日
赦
(
救
の
誤
字
、
以
下
同
じ
引
用
者
)

一
、
天
下
別
府
勝
人
、
係
求
食
他
郷
、
健
得
口
平
林
麓
康
野
、
勘

矯
成
田
、
許
某
人
投
告
。
本
府
牒
官
、
査
比
勘
案
、
縛
呈
戸
部
、

具
本
陳
奏
。
(
中
略
)
一
一
一
年
成
田
、
肝
脚
(
R
-
一
献
長
親
臨
勘
寒
。
竿

分
、
許
本
人
、
水
位
助
産
業
、
得
従
責
買
、
惇
子
若
孫
。
半
分
、
興
本

人
耕
居
、
納
税
如
例
。

洪
徳
十
年
定
例

一
、
順
化
・
父
安
(
以
下
列
翠
の
地
名
略
)
等
道
、
因
呉
辰
破
散

之
後
、
十
僅
一
存
。
或
人
多
国
少
、
無
所
立
業
。
或
人
少
田
多
、

耕
作
不
室
。
有
能
牒
得
林
麓
辰
野
・
浮
沙
海
岸
・
献
水
通
流
・
祖

湖
限
湖
・
草
葬
極
目
之
地
、
本
人
奉
観
口
赦
(
救
)
係
、
己
開
墾
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成
出
、
差
官
勘
度
東
西
四
至
、
付
本
社
副
長
、
著
入
占
射
官
田
簿
、

給
奥
本
人
耕
肘
。
寛
郷
、
土
五
高
・
日
拾
畝
。
狭
郷
、
宜
准
其
竿
o

b

十
分
、
許
奥
本
人
、
永
矯
産
業
。
存
宇
分
、
留
耕
居
、
納
税
依
例
。

本
月
日
晩
朝
高
毒
門
。
司
監
太
監
臣
呉
叔
通
、
奉

救
旨
。
救
詠
天
下
位
寸
庭
賛
治
承
宣
使
司
・
各
府
牒
州
等
。
(
中
略
)
今
後
某

府
牒
州
狭
郷
無
少
田
人
、
得
矯
己
田
・
妻
田
二
畝
以
卜
、
許
肖
樫

放
、
某
府
牒
州
庄
有
荒
閑
田
士
、
具
本

奏
聞
情
願
、
判
手
家
往
彼
、
居
住
開
墾
潟
業
、
以
首
官
役
。
差
官
領
将

告
人
、
就
子
指
庭
、
輿
同
府
豚
官
公
同
量
援
。
寛
郷
、
給
毎
員
人

田
拾
畝
・
土
五
高
。
開
耕
二
年
之
外
、
成
熟
輿
潟
産
業
、
博
子
若

孫
、
得
従
責
買
。
其
竿
、
投
潟
口
分
、
徴
租
如
例
。
若
狭
郷
、
宜

給
制
帆
寛
郷
、
減
竿
o

上
口
射
人
多
、
許
析
立
骨
刷
新
世
、
揮
其
衆
所
推

服
、
奥
潟
本
耐
枇
長
。
上
口
射
人
少
、
許
著
入
本
庭
一
吐
籍
、
於
造
戸

籍
之
年
、
新
庭
師
脚
官
・
枇
長
、
領
阿
産
自
由
地
係
官
・
枇
長
、
開
陳
、

託
。
伺
民
嘗
鐙
朝
廷
恵
養
之
意
、
革
問
土
著
者
、
不
得
包
山
潟
己
物
、

致
印
同
荒
蕪
。
達
者
、
以
流
罪
罪
之
。
(
以
下
略
)

(
7
)

嘗
時
の
一
マ
ウ
の
正
確
な
面
積
は
不
明
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず

北
部
の
傍
領
期
時
代
の
換
算
値
約
三
、
六

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
と
し

て
お
く
。
一
サ
オ
は
そ
の
一

O
分
の
一
で
あ
る
。

(
8
)

た
だ
し
グ
エ
ン
・
ド
ゥ
ク
・
ギ
ン
Z
間
口
可
刷
出
切
陀
ロ
Z
m
r
E
r
と
ブ

イ
・
ク
イ
・
ロ
切
位
。
5
1
F
D
[
Z
m
E
ロ
『
恥
r
F
D
E
∞H

N
G
ω
l
E
]
は
、
こ
れ
ら
は
完
全
な
私
田
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
低
額

で
は
あ
る
が
課
税
も
さ
れ
た
と
す
る
。

(
9
)

前
稿
[
八
尾
一
九
九
五
]
の
安
興
牒
ハ
ナ
ム
島
の
場
合
、
こ
の

狭
郷
の
数
値
が
規
定
通
り
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
当
日
吋
印
碑
文
(
未
調
査
)
以
外
は
一
九
九
七
年
に
車
濁
で
剥
査

に
赴
い
た
が
、
原
碑
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

(
日
)
八
尾
[
二

O
O一
一
一
注
二
己
で
も
紹
介
し
た
が
、
現
イ
エ
ン

ミ
l
燃
の
中
心
か
ら
東
南
の
奮
貢
水
壮
、
鹸
水
村
の
一
五
一
八
世

紀
の
開
拓
朕
況
に
閥
し
で
も
、
現
地
史
料
と
地
簿
を
利
用
し
た
ゾ
ア

ン
と
ク
ア
ン
の
研
究
[
り
0
削
ロ
待
。
=
古
石
市
当
]
が
あ
る
。
筆
者

も
一
九
九
七
年
及
び
二

O
O五
|
O六
年
の
調
査
で
、
後
世
の
史
料

で
は
あ
る
が
、
同
村
に
一
五
世
紀
の
開
村
を
惇
え
る
史
料
が
多
く
存

在
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
例
え
ば
「
安
護
世
山
川
人
物
碑
誌
」

(
渓
崎
研
究
院
拓
本
番
競
一
一
Z

呂
町
。
嗣
徳
年
間
建
立
、
堤
防
の

且
ハ
龍
的
な
位
置
の
解
説
を
行
っ
て
い
る
)
お
よ
び
『
寧
一
午
省
安
慶
牒

安
寧
線
各
世
村
雑
記
』
所
牧
の
「
半
平
省
安
慶
際
安
寧
線
貢
水
祉
成

水
村
譜
記
」
で
は
、
大
安
豚
山
身
の
院
金
銑
が
洪
徳
期
に
、
「
占

射
」
奨
働
策
に
し
た
が
っ
て
首
時
海
演
で
あ
っ
た
貢
水
枇
の
開
拓
を

は
じ
め
、
後
に
開
村
の
功
労
者
と
し
て
「
城
陸
榊
」
と
し
て
杷
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
惇
え
て
い
る
。
そ
の
末
吉
岡
の
方
々
も
今
も
同
枇
に
お

ら
れ
、
開
拓
に
言
及
し
た
家
諮
も
存
在
す
る
。

(
ロ
)
渓
崎
研
究
院
拓
本
(
拓
本
番
競

-
Z
S
ω
N
)
o
景
興
三

O
年
(
一

七
六
九
)
建
立
。
二

O
O五
|
O六
年
冬
の
科
研
補
助
金
に
よ
る
現

地
調
査
で
は
、
既
に
失
わ
れ
た
の
か
原
問
を
愛
見
で
き
な
か
っ
た
。

(
日
)
こ
の
「
庭
」
は
社
内
の
一
匡
域
を
一
不
す
。

(
日
)
本
朝
平
呉
開
岡
兵
火
之
後
、
田
畝
荒
廃
。
洪
徳
初
、
救
、
天
下
無

少
田
人
、
悪
於
留
荒
在
漏
庭
!
日
射
、
築
居
墾
開
、
納
税
成
田
。
小
、

報
局
管
業
。
五
日
巴
始
組
」
(
」
は
改
行
を
示
す
)
(
旧
)
玩
黙
・
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(
回
)
花
仁
老
・
(
閃
)
寧
允
忠
・
(
川
山
)
謝
米
・
(
侃
)
武
蕩
・
(
日
開
)
陳

泰
・
(
仰
)
玩
埴
等
、
各
以
別
府
豚
人
、
探
得
本
牒
安
諜
枇
荒
田
在

魂
渓
挙
活
生
寸
慮
。
の
前
後
備
状
、
在
安
説
牒
街
門
、
」
乞
系
筆
家

開
墾
。
豚
官
陳
・
・
武
仁
添
・
院
前
等
、
次
第
勘
賓
、
申
詳
賛
治

承
宣
使
司
。
時
、
長
安
府
隷
山
南
慮
。
参
政
院
汝
力
・
禁
廷
淡
・

参
議
陶
正
己
等
、
備
」
査
子
朝
。
戸
部
尚
書
芯
公
毅
・
鄭
公
呉
・

左
侍
郎
繁
仁
路
等
、
具
本
奏
知
、
泣
奉
依
請
求
許
。
の
各
照
田
開

耕
於
農
作
、
経
三
十
年
、
精
柏
股
(
貫
、
始
立
」
枇
競
魂
湾
枇
。
後

百
品
開
載
、
中
興
嘉
泰
年
問
、
避
口
世
宗
毅
皇
帝
御
詳
、
改
国
淳
司
周
池
。

魂
池
之
名
始
此
。
又
端
慶
中
有
美
魂
枇
者
。
近
世
謂
之
美
村
、
」

即
今
之
美
勝
隣
H

疋
也
o

意
自
前
朝
横
遣
戸
籍
、
始
合
第
一
。
(
以

卜
略
)

(
日
)
た
だ
、
占
射
先
租
の
身
分
に
闘
し
て
は
、
雨
者
は
典
擦
を
示
さ
ぬ

ま
ま
、
(
川
)
玩
黙
と
(
凹
)
氾
仁
老
が
地
主
、
(
閃
)
寧
允
忠
が
ム
ラ
の

先
生
、
呉
公
暑
が
官
吏
、
(
叫
)
謝
来
・
(
必
)
院
代
・
(
印
)
呉
列
が
兵

士
で
、
残
り
の
八
二
人
は
貧
農
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
「
碑
記
」
と

後
速
の
『
考
訂
』
と
大
き
く
食
い
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
な
お
、
人

名
の
前
に
あ
る
(
)
は
、
「
碑
記
」
裏
面
の
占
射
人
一
覧
の
記
名
順

で
あ
る
。

(
日
)
地
図
一
を
見
れ
ば
分
か
る
と
お
り
、
行
政
匡
書
下
し
で
は
別
牒
で
も
、

占
射
人
の
故
郷
は
相
互
に
き
わ
め
て
接
近
し
て
い
る
。

(
口
)
表
紙
が
失
わ
れ
て
お
り
、
正
式
な
書
名
は
不
明
で
あ
る
。
七

O
葉

以
上
あ
る
窮
本
で
あ
る
が
、
一
葉
目
裏
に
「
寧
氏
考
訂
」
と
あ
り
、

と
り
あ
え
ず
こ
れ
を
書
名
と
し
て
お
く
が
、
序
文
な
ど
一
切
無
い
た

め
、
執
筆
の
動
機
な
ど
は
わ
か
ら
な
い
。
最
初
の
一

O
葉
程
度
で
こ

の
一
五
世
紀
の
占
射
事
業
に
つ
い
て
、
残
っ
て
い
た
公
文
書
の
寝
し

な
ど
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
形
で
叙
述
を
行
っ
て
い
る
。
「
魂
池
泊
料

記
」
の
刻
ま
れ
た
こ
ろ
に
著
者
自
身
が
幼
少
だ
っ
た
と
書
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
は
こ
の
枇
山
身
の
科
奉
官
寧
遜
(
景
興
三
九

年
(
一
七
七
八
)
の
進
士
)
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
部
分
の
後
、

記
述
は
い
き
な
り
一
八
世
紀
の
、
水
盛
、
景
治
年
聞
の
絞
述
に
一
全
り
、

田
簿
等
の
潟
し
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
占
射
先
租
へ
の
祭

文
や
ム
ラ
の
吉
凶
日
の
一
覧
、
ム
ラ
の
集
合
同
場
で
あ
る
亭
の
見
取
り

園
な
ど
が
延
々
と
記
さ
れ
て
い
る
。
記
遮
は
「
肌
朝
後
期
ま
で
及
ぶ
が
、

そ
の
部
分
は
後
の
人
聞
が
書
き
足
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
末
尾

で
は
「
越
南
民
主
共
和
捌
年
竺
九
五
二
)
拾
武
月
初
捌
口
」
附
け

の
文
書
の
断
片
が
表
装
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

(
凶
)
と
り
あ
え
ず
「
考
訂
」
か
ら
わ
か
る
範
園
で
開
拓
の
回
数
を
こ
の

よ
う
に
表
現
し
た
が
、
賓
際
に
は
さ
ら
に
開
拓
閤
が
存
在
し
た
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
【
第
七
次
】
、
【
第
八
次
】
は
繋
月
が
書

か
れ
て
い
な
い
た
め
、
(
貫
際
は
【
第
五
次
】
、
【
第
六
次
】
よ
り
先
に

行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
『
考
訂
』
の
順
に
従
っ
て
お
く
。

(
印
)
お
そ
ら
く
「
所
」
の
次
の
動
詞
、
例
え
ば
「
惇
」
「
潟
」
「
開
」
な

ど
が
脱
字
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
初
)
洪
徳
元
年
、
奉
給
(
川
山
)
院
黙
・
(
但
)
泡
仁
老
・
(
凶
)
寧
允
忠
・

(
叫
)
謝
来
・
(
閃
)
武
蕩
・
(
侃
)
陳
泰
・
(
m
w
)
玩
壇
等
、
開
耕
占
射

[
今
原
本
不
見
。
但
採
光
賓
・
淳
一
服
問
所
類
簿
・
田
簿
如
此
。
考

這
七
人
、
是
本
七
頭
名
]
o

山
南
等
庭
賢
治
承
宣
使
司
・
戸
部
、

潟
奉
抄

O
救
己
門
事
二
本
。

窮
意
這
七
人
、
元
是
七
本
一
頭
、
所
給
亦
非
止
於
洪
徳
一
九
年
。
但
起
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(
幻
)

給
白
此
-A。

又
俄
莫
崇
康
問
、
本
一
吐
社
長
沼
姓
作
用
簿
・
園
話
歌
。
所
引
這
七

人
H
界
甚
詳
、
-
言
院
貼
本
、
拾
津
名
。

一
、
洪
徳
七
年
八
月
、
奉
給
(
偲
)
院
決
耕
[
本
中
二
十
名
、
ム
ー
現

存
。
惟
田
(
裂
失
)
、
不
現
存
後
世
譜
内
]
。
按
這
本
、
今
雄
抄
録

現
存
、
但
前
朝
国
簿
、
無
不
以
(
侃
)
玩
決
潟
首
本
。
或
決
不
久
病

死
、
而
第
二
名
(
位
)
沼
仁
老
替
耕
其
問
、
代
震
首
本
耶
。

洪
徳
七
年
八
月
初
九
日
、
准
戸
部
抄
同
一
本
。
本
年
月
初
十
円
、

光
進
大
夫
戸
部
向
主
目
指
池
公
毅
謹
奏
潟
議
断
官
荒
事
。
洪
徳
七
年

十
月
初
九
日
、
臣
、
准
山
南
賛
治
承
宣
使
司
参
政
達
信
大
夫
院
汝

力
備
長
安
府
安
諜
際
豚
丞
武
仁
添
勘
一
朕
。
建
興
府
大
安
豚
一
帽
降

等
枇
軍
民
(
凶
)
院
決
、
文
腎
乞
翠
家
開
墾
安
護
世
荒
田
土
。
武
仁

添
勘
得
安
護
一
利
有
官
田
土
該
二
百
二
畝
捌
高
二
尺
。
前
給
無
少
田

入
院
連
・
院
休
等
病
死
、
不
願
留
耕
。
其
田
土
留
荒
。
若
院
決
生
寸

果
是
無
少
同
人
、
乞
替
院
連
等
閑
耕
納
税
。
院
汝
力
議
安
諜
枇
田

土
該
二
百
二
畝
八
高
二
尺
、
係
前
給
院
連
・
院
休
等
、
今
留
荒
。

豚
官
照
例
給
無
少
田
人
(
侃
)
抗
決
・
(
国
)
院
文
玖
等
閑
耕
納
税
。

准
此
、
臣
参
詳
。
玩
汝
力
議
開
耕
官
荒
田
土
己
首
。
佐
川
此
、
匝
陳

奏
、
合
令
無
少
出
人
、
如
所
議
施
行
。
謹
具
奏
問
。
/
計
/
勘
安

諜
枇
魂
渓
・
挙
活
官
荒
同
土
。
該
二
百
二
畝
八
高
二
尺
。
/
一
所
、

魂
渓
洞
田
二
百
畝
[
東
二
百
十
五
高
、
近
(
川
山
)
院
黙
。
西
二
百
二

十
五
高
、
近
路
]
o
/
[南
八
十
九
高
、
近
路
。
北
八
十
九
高
、

近
荒
出
]
0
/
一
所
、
奉
潜
土
二
畝
八
高
二
尺
[
束
十
二
口
向
、
近

(
旧
)
院
黙
。
西
十
四
高
、
近
荒
出
]
o
/
[南
二
十
高
九
尺
、
近

荒
出
。
北
二
十
高
八
尺
、
近
荒
田
]
。
/
無
少
田
人
、
二
十
名
。

(
幻
)

(
但
)

(
お
)

(
侃
)
玩
決
[
大
安
牒
以
下
一
繭
隆
]
・
(
位
)
氾
仁
老
[
東
皐
]
・
(
叩
)

枚
文
才
・
(
叩
)
枚
文
這
・
(
日
)
荷
数
・
(
ロ
)
病
迷
[
務
染
枇
]
・

(
刊
日
)
黄
公
達
・
(
H
H
)

黄
鳴
・
(
日
)
黄
補
・
(
日
目
)
沼
外
[
山
女
誤

枇
]
・
(
刀
)
沼
藍
[
安
設
豚
河
泊
枇
]
・
(
印
)
黄
一
脂
[
己
県
美
枇
]
・

(
お
)
院
文
玖
・
(
初
)
丁
師
孟
[
漬
ド
壮
]
・
(
幻
)
院
ニ
一
日
・
古
遼
壮

三
人
、
(
幻
)
玩
帯
・
(
お
)
玩
田
・
(
引
此
)
寧
義
・
(
お
)
武
子
[
望
減

牒
僕
姑
祉
]
・
(
お
)
装
路
[
安
説
豚
貞
女
一
吐
]
/
本
月
日
、
晩
朝

於
高
書
門
。
試
司
櫨
監
掌
簿
臣
鄭
註
欽
奉
/
救
旨
。
H

疋
。
欽
此
。

理
合
抄
迭
長
安
府
安
説
牒
、
欽
遵
奉
行
。

洪
徳
七
年
拾
二
月
初
十
日
、
准
戸
科
抄
出
一
本
。
本
年
十
一
月
二

十
五
日
、
光
準
大
夫
戸
部
向
童
日
臣
沼
公
毅
等
謹
奏
、
位
同
議
開
耕
荒

出
土
事
。

洪
徳
七
年
十
一
月
十
一
日
、
臣
准
山
南
生
寸
庭
賛
治
承
宣
使
司
参
政

達
信
大
夫
院
汝
力
備
長
安
府
安
諜
牒
牒
丞
武
仁
添
勘
一
版
。
建
興

府
大
安
・
望
滅
生
寸
牒
古
遼
・
寧
舎
等
一
吐
軍
民
(
幻
)
鄭
徳
謙
・
(
犯
)

鄭
惟
沓
等
、
乞
開
耕
安
設
問
脚
安
誤
一
吐
塊
渓
・
挙
活
洞
荒
田
土
事
。

武
仁
添
勘
得
安
諜
壮
一
吐
長
沼
濫
等
端
供
、
本
枇
J

匂
塊
渓
・
挙
活
洞

出
土
該
六
十
畝
八
高
萱
拾
三
尺
五
寸
。
前
給
占
射
武
故
井
玩
休
坐
寸

病
死
、
井
不
願
耕
向
田
荒
。
鄭
徳
議
・
鄭
維
苔
等
、
果
H

疋
無
少
同
人
。

玩
汝
力
議
前
項
目
土
該
六
十
畝
八
高
士
宣
十
三
尺
、
合
給
(
幻
)
鄭
徳

謙
・
(
沼
)
鄭
維
杏
等
、
開
耕
納
税
如
例
等
調
詞
。
准
巨
等
参
詳
。

侃
汝
力
議
開
耕
荒
田
土
己
賞
。
潟
此
、
巨
等
陳
奏
問
。
/
計
/
勘

安
諜
一
吐
出
土
二
段
、
六
十
畝
八
高
十
三
尺
五
寸
」
o

/
一
段
、
魂

渓
洞
田
土
六
十
畝
[
東
一
百
高
、
近
口
。
西
一
百
高
、
近
口
]

0

/
[
南
六
十
高
、
近
渓
。
北
六
十
高
、
近
江
]
0
/
会
段
、
奉
潜
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(
お
)

土
八
高
十
参
尺
五
寸
[
東
八
高
三
尺
五
寸
、
近
本
田
]
0
/
[西

八
十
円
同
三
尺
五
寸
、
近
荒
田
]
。
/
無
少
田
人
九
名
。
古
遼
一
吐
以
下

(
幻
)
鄭
徳
謙
・
(
お
)
院
異
・
(
却
)
鄭
建
・

(ω)斐
話
・
(
況
)
黄
汝

翁
・
(
お
)
鄭
維
苔
・
(
お
)
玩
尾
・
(
は
)
武
仁
文
・
(
叫
)
謝
来
。
本

年
月
二
十
日
、
晩
刺
於
寓
毒
門
。
試
司
雄
監
掌
簿
臣
鄭
註
奉
/
救

旨
。
/
洪
徳
七
年
十
二
月
二
十
日
、
光
建
大
夫
戸
部
尚
書
芯
公
議

戸
部
右
侍
郎
侃
文
通
[
吏
侃
如
潜
記
]
。

一
、
洪
徳
七
年
十
月
、
奉
給
(
幻
)
鄭
徳
議
耕
。
[
本
中
九
名
、
今

現
存
。
惟
回
数
不
見
存
後
世
譜
]
o

抜
一
這
本
、
今
難
抄
録
現
存
、

但
歴
朝
日
簿
、
無
不
以
(
幻
)
徳
謙
矯
首
本
、
(
幻
)
徳
議
不
久
病
死
、

而
替
給
別
人
耶
。

一
、
洪
徳
一
十
年
、
奉
給
(
但
)
花
仁
老
耕
。
本
中
十
六
名
[
今
不

可
考
、
惟
(
出
)
芯
本
回
数
、
後
世
現
存
]

0

一
、
洪
徳
十
年
、
給
(
閃
)
武
蕩
老
耕
[
本
中
現
襟
十
五
名
、
葱
見

存
十
四
名
。
回
数
亦
存
後
世
譜
]

0

一
本
、
戸
部
抄
迭
、
潟
議
乞
耕
居
官
同
土
事
。

洪
徳
十
年
七
月
初
九
円
、
戸
部
抄
出
一
本
。
本
年
七
月
二
十
七
日
、

通
章
大
夫
戸
部
右
侍
郎
茂
思
使
臣
禁
仁
路
等
謹
奏
潟
議
乞
耕
居
荒

田
士
事
。

洪
徳
十
年
七
月
初
六
円
、
准
山
南
等
庭
賛
治
承
宣
使
参
議
臣
陶
正

己
備
長
安
府
知
府
院
諜
・
安
諜
牒
豚
丞
院
一
前
勘
一
状
。
建
興
府
望

減
豚
僕
姑
一
吐
軍
(
閃
)
武
蕩
・
(
必
)
院
在
狭
郷
、
無
少
田
人
、
韓
得

安
諜
豚
安
諜
献
魂
渓
・
血
争
潜
出
土
等
。
落
奉
給
大
安
額
係
蹟
L
L

一枇

占
射
人
玩
詞
・
玩
軒
等
、
再
不
願
開
耕
、
井
(
お
)
武
干
・
(
初
)
丁

師
孟
病
死
。
本
分
田
留
荒
。
(
侃
)
武
蕩
等
乞
、
翠
家
往
仮
居
住
開

(
幻
)

(
お
)

(
m
U
)
 

墾
、
震
事
業
、
替
玩
詞
等
分
田
土
、
納
税
如
例
。
玩
一
桁
等
勘
前
占

射
人
武
働
玩
・
(
旧
)
玩
黙
端
供
。
洪
徳
二
年
七
月
二
十
八
日
、
奉

給
院
詞
等
軍
民
十
五
名
、
毎
人
十
畝
・
土
萱
高
五
尺
八
寸
。
姦
玩

討
・
院
軒
六
名
、
再
不
願
耕
、
井
(
お
)
武
子
・
(
初
)
丁
師
孟
・
武

椿
三
名
病
死
。
本
分
間
土
賓
該
九
十
一
畝
二
高
、
詮
向
同
荒
。
井
望

瀬
勝
牒
(
円
武
社
生
寸
、
勘
(
閃
)
武
蕩
等
、
果
日
疋
無
少
因
。
陶
正
己
等

議
前
項
官
荒
出
土
該
九
十
一
一
畝
二
高
、
前
給
玩
詞
・
武
子
等
不
願

耕
、
及
病
死
、
留
荒
。
合
給
(
閃
)
武
蕩
耕
居
。
照
准
此
、
臣
等
参

詳
。
陶
正
己
等
議
耕
居
荒
H
土
徴
税
、
己
ム
口
例
。
臣
等
陳
奏
、
合

如
所
議
施
行
。
巨
等
謹
具
奏
聞
、
伏
候

救
旨
。
/
計
/
勘
安
諜
枇
魂
渓
・
血
事
藩
出
土
、
該
九
十
一
畝
二
高
、

三
段
玖
十
畝
。
/
一
段
、
堤
外
之
十
畝
[
束
三
十
高
。
西
三
十
高
、

近
玩
鈎
]
。
/
早
岡
二
百
高
、
一
泡
本
因
。
北
二
百
高
、
近
江
]
。
/

一
段
、
内
堤
田
二
十
畝
[
束
十
高
、
近
本
因
。
西
十
高
、
近
玩

鈎
]
o
/
[南
二
百
高
、
近
本
因
。
北
二
百
高
、
近
院
黙
]
。
/
一

段
、
内
堤
田
十
畝
[
東
二
十
高
、
近
本
因
。
西
二
十
高
、
近
院

鈎
]
o
/
[南
五
十
高
、
近
本
田
。
北
五
十
高
、
近
本
間
]
。
/
土

宅
、
一
畝
二
高
[
東
六
高
、
近
院
鈎
。
西
六
高
、
近
禁
蓬
]
0
/

[
南
十
二
高
、
}
泡
禁
蓬
。
北
十
二
高
、
近
小
路
]
。
/
無
少
同
人

十
五
名
。
望
減
牒
僕
姑
枇
以
下
。
(
侃
)
武
蕩
・
(
お
)
武
築
・

(
お
)
武
定
・
(
幻
)
禁
凌
・
(
お
)
武
市
丁
・

(ω)武
宗
援
・
(
ぬ
)
武
士

建
・
(
H
U
)

武
如
律
・
(
必
)
院
在
・
(
必
)
院
盆
・
(
叫
)
繁
均
[
安
誤

豚
搬
渓
枇
以
下
]
・
(
里
)
繋
苔
・
(
必
)
抗
子
明
・
(
幻
)
武
酸
。
/

本
年
月
二
十
日
、
晩
朝
於
高
毒
門
。
試
司
櫨
栄
右
提
黙
臣
玩
理
奉

O
救
旨
。
走
。
欽
此
。
合
迭
長
安
府
、
欽
遵
奉
行
。
欽
此
。
合
設
一
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(ω) 
山
女
諜
牒
欽
遵
奉
行
。
欽
此
。
ム
円
迭
安
諜
一
靴
、
欽
遵
奉
行
。

至
(
洪
徳
)
十
年
、
(
悶
)
武
蕩
占
射
本
中
現
言
、
(
初
)
丁
師
孟
・

(
お
)
武
子
病
死
、
本
分
間
士
官
荒
、
替
給
武
蕩
等
分
耕
、
剖
(
初
)

師
孟
・
(
お
)
武
子
己
非
本
剥
占
射
先
祖
。
己
丑
年
刻
石
、
参
考
不

詳
、
著
依
二
名
、
入
碑
矯
占
射
先
祖
、
又
遁
年
忌
日
、
亦
奥
諸
先

組
同
祭
、
殊
失
正
雄
。
姦
麿
削
去
矯
是
。

一
、
洪
徳
一
十
年
、
奉
給
(
叫
)
謝
来
耕
[
本
中
一
十
人
、
不
可
考
。

惟
本
回
数
現
存
]

0

一
、
洪
徳
一
十
年
、
奉
給
(
侃
)
陳
泰
耕
。
[
本
中
現
標
三
名
、
今

不
可
考
。
惟
本
出
数
現
存
]

0

一
、
洪
徳
十
八
年
、
奉
給
(
凶
)
寧
允
忠
耕
[
本
中
三
十
三
名
、
今

現
存
。
回
数
亦
情
後
世
諮
内
]

0

O
洪
徳
十
八
年
十
一
月
十
九

H
、
准
戸
部
抄
出
一
本
。
本
月
二
十

九
日
、
光
建
大
夫
戸
部
向
書
鄭
公
呉
等
、
奏
潟
議
開
耕
荒
田
納
税

事。O
洪
徳
十
八
年
十
一
月
二
十
三
日
、
鄭
公
央
等
、
准
中
憲
大
夫
南

生
寸
庭
賛
治
承
官
一
参
政
禁
廷
淡
生
寸
勘
一
状
。
建
興
府
望
減
生
寸
豚
寧
会
口

枇
・
安
出
芋
等
枇
(
閃
)
寧
允
忠
・
(
刊
日
)
玩
一
而
等
、
強
得
安
誤
豚
安
訣

枇
魂
渓
等
慮
、
一
所
荒
同
九
十
畝
一
百
態
十
五
尺
三
寸
、
乞
開
耕

納
税
。
禁
廷
淡
等
、
勘
長
安
府
安
諜
壮
一
枇
長
沼
濫
・
沼
仁
銭
・
沼

伯
刑
執
寸
、
端
供
魂
渓
庭
同
一
所
九
十
畝
一
百
四
十
五
尺
三
寸
、
留

荒
在
漏
、
未
入
官
。
宜
給
無
少
田
人
、
乞
開
耕
納
税
。
矯
此
鄭
公

呉
生
寸
具
陳
奏
。
ム
円
令
本
際
官
著
入
国
土
簿
、
分
給
(
閃
)
允
忠
、
毎

人
二
畝
一
再
十
二
尺
摩
尺
開
耕
納
税
如
例
。
鄭
公
呉
生
寸
日
ハ
奏
問
。

/
本
月
晩
朝
於
寓
毒
門
。
司
礎
監
掌
簿
鄭
注
奉

O
救
/
救
旨
、
欽

(
出
)

(
犯
)

(
お
)

(
社
)

此
。
合
迭
長
安
府
、
照
依
例
、
欽
奉
内
事
理
。
欽
逢
施
行
。
/

計
一
勘
安
諜
勝
安
護
枇
魂
渓
庭
用
。
/
一
所
、
九
十
畝
一
再
四

十
五
尺
三
寸
[
東
一
千
九
百
八
十
尺
、
近
院
貼
日
。
西
一
千
三
百

十
尺
、
近
虎
河
江
]
。
/
[
南
二
千
一
百
四
十
五
尺
、
近
墓
地
貼
。

北
八
百
四
十
五
尺
、
近
江
井
墓
地
]
0
/
無
少
田
人
三
十
三
名
。

/
(
閃
)
半
允
忠
[
望
滅
豚
十
八
名
、
寧
金
口
枇
九
口
巴
]
・
(
必
)
玩
代

[
軍
一
己
・
(
刊
日
)
寧
産
林
・
(
叩
)
謝
文
輩
[
民
五
]
・
(
日
)
武
殿
・

(
臼
)
寧
允
貞
・
(
日
)
玩
文
鐘
・
(
日
)
玩
文
諸
・
(
日
)
玩
伯
高

[
軍
]
・
(
日
)
武
蛇
[
僕
姑
一
吐
六
軍
]
・
(
日
)
武
常
・
(
関
)
斐
海
・

(
印
)
武
文
才
・
(
削
)
武
蘭
・
(
臼
)
武
仙
・
(
臼
)
鄭
暁
・
(
臼
)
寧

劇
・
(
臼
)
装
乾
・
(
臼
)
楊
儀
・
(
伺
)
何
標
・
(
訂
)
寧
這
・
(
伺
)
鄭

昭
憲
・
(
印
)
呉
列
・
(
刊
)
呉
特
遇
・
(
礼
)
院
如
潟
・
(
閃
)
武
蕩
・

(
ロ
)
脱
鉄
・
(
日
)
脱
届
・
(
九
)
枚
物
官
了
(
応
)
陳
漏
・
(
同
)
袈
文

稽
・

(η)
梁
平
・
(
花
)
院
一
航
。

(
お
)
今
次
で
始
め
て
中
央
官
の
名
に
、
「
碑
記
」
に
も
名
の
あ
る
鄭
公

比
八
(
開
園
功
臣
鄭
可
の
子
で
、
『
令
書
』
に
よ
る
と
洪
徳
九
年
末
に

は
戸
部
尚
書
の
任
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
)
が
出
て
く
る
c

m文
が
こ
う
し
た
断
績
的
に
績
い
た
手
績
き
を
一
纏
め
に
洪
徳
元
年

に
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
こ
の
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

(
お
)
景
統
五
年
、
奉
給
(
仰
)
玩
壇
耕
[
本
中
現
標
十
八
名
、
今
現
存
十

七
名
、
回
数
亦
現
存
]

0

山
南
等
庭
賛
治
承
宣
使
雪
議
給
替
耕
官
出
事
。

景
統
五
年
十
月
二
十
七
日
送
至
[
致
裂
失
字
]
庭
所
畝
数
界
及
乞

開
人
姓
名
住
祉
、
具
題
、
ム
円
盤
…
浮
沙
・
耶
庭
洞
等
庭
、
(
呂
田
均
給

畝
子
陳
有
等
井
本
枇
無
少
出
人
、
替
耕
納
税
如
例
。
/
本
年
晩
朝
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601 

(
お
)

於
高
毒
門
。
試
司
雄
監
掌
簿
玩
廷
宣
奉
O
救
旨
。
是
。
欽
此
。
/

欽
進
、
理
合
途
長
安
府
、
照
依
欽
奉
内
事
。
欽
遵
奉
行
。
/
一
、

武
有
等
、
奉
堅
議
安
誤
牒
安
諜
枇
魂
渓
・
奉
藩
等
庭
官
田
土
、
合

給
(
m
山
)
院
檀
等
、
替
耕
居
納
税
如
例
。
該
五
十
六
畝
二
高
七
尺
九

寸
。
/
一
所
、
魂
渓
庭
用
土
九
畝
二
高
[
束
二
百
二
十
五
高
、
近

本
出
。
西
二
百
二
十
五
高
、
近
官
同
]
o
/
[南
四
十
高
本
因
。

北
四
十
高
、
近
江
]
。
/
一
所
、
塊
渓
三
段
十
二
畝
。
/
一
段
、

堤
内
二
畝
[
束
十
高
、
近
本
因
。
西
十
高
、
近
院
鈎
]
。
/
[
南

二
十
高
、
近
本
日
。
北
二
十
高
、
近
本
田
]
0
/
一
段
、
外
一
畝

[
束
二
高
、
近
本
田
。
凶
二
高
、
近
本
田
]
0
/
[南
五
十
高
、

近
本
出
。
北
五
十
高
、
近
大
江
]
o
/
一
所
、
魂
渓
庭
田
三
十
五

畝
七
尺
九
寸
[
東
一
百
二
十
高
、
近
本
因
。
西
八
十
高
、
近
江
]
。

/
[
南
四
十
高
、
近
本
因
。
北
二
十
八
高
、
近
大
江
守
/
一
乞

開
納
税
十
八
名
計
/
(
仰
)
玩
檀
・
(
乃
)
玩
進
徳
・
(
初
)
治
世

米
・
(
日
)
楊
儀
・
(
m
u
)
陳
賓
筏
・
(
位
)
玩
克
端
・
(
出
)
鄭
文
常
・

(
刷
出
)
寧
克
韮
・
(
お
)
寧
志
・

(ω)呉
列
・
(
臼
)
寧
允
貞
・
(
叫
叩
)
院

文
郎
・
(
刊
)
呉
時
過
・
武
・
(
礼
)
院
汝
筋
・
(
釘
)
院
秒
・
(
∞
∞
)
武

燕
卿
・
(
却
)
謝
奉
。

一
、
統
元
二
年
、
奉
給
呉
公
国
各
耕
o

[

本
中
一
十
名
、
不
吋
考
。

但
出
数
甚
少
、
想
止
二
三
人
]
。

二
O
O五
年
二
一
月
二
八
日
、
イ
エ
ン
ミ
1
祉
に
て
牧
集
。
占
射

(
犯
)

先
祖
の
一
人
と
さ
れ
る
呉
氏
の
家
譜
だ
が
、
支
汲
の
も
の
ら
し
い
。

世
家
占
射
始
祖
、
姓
呉
、
誇
公
署
、
字
義
山
。
山
南
庭
[
今
之
南

定
省
也
]
豊
漏
豚
呉
舎
人
也
。
聖
等
(
H
宗
|
引
用
者
)
洪
徳
年

間
、
賜
特
進
・
輔
図
上
将
軍
・
錦
衣
衛
都
指
揮
使
司
同
銀
殿
晶
画
朝

統
兵
。
見
有
詔
天
下
凡
祉
民
何
係
同
土
宵
荒
漏
慮
、
聴
先
占
者
待
。

辰
、
公
奉
詔
討
賊
、
乗
船
経
安
護
世
海
口
地
分
。
焚
香
説
聖
賢
H
、

「
事
功
大
定
、
願
設
廟
致
祭
」
。
果
而
成
功
、
紘
一
設
祭
子
這
慮
、

競
判
除
庭
[
今
之
美
勝
隣
鞘
除
庭
也
]

0

(

中
略
)
反
、
公
見
院

貼
・
花
仁
老
・
寧
允
忠
・
謝
来
・
武
蕩
等
拾
人
除
、
各
以
別
府
豚

人
、
先
己
占
射
安
諜
世
漏
出
在
魂
渓
・
奉
藩
等
庭
地
分
、
白
阿
陵

倍
競
核
移
ム
ホ
以
北
、
築
堤
界
、
立
矯
捕
拘
置
壮
[
揮
山
子
後
遇
園
語
、

乃
改
湾
潟
池
。
魂
池
之
名
始
此
]
。
即
今
之
魂
池
枇
也
。
存
荒
漏

出
会
頃
、
白
核
移
傘
以
南
、
至
安
諜
一
吐
地
八
刀
。
公
遂
奉
詔
占
射
得

之
、
家
居
其
地
、
将
欲
立
第
五
美
村
[
今
之
美
勝
・
仁
厚
・
三
里

所
居
H

疋
也
]
、
別
籍
別
納
。
但
志
未
就
而
公
卒
。
遂
統
入
一
馬
魂
池

壮
美
勝
隣
。
其
山
射
首
本
之
先
祖
、
遮
年
正
月
或
拾
五
日
、
本
一
枇

敬
忌
、
公
其
預
場
。

(
叫
)
ゾ
ア
ン
&
ク
ア
ン
は
そ
の
附
合
同
(
あ
る
い
は
そ
の
附
舎
に
従
っ
た

『
解
育
』
)
に
従
っ
て
洪
徳
占
射
先
前
の
中
に
呉
公
開
告
を
含
め
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
却
)
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that both groups were active in the private breeding of war horses prior to the

establishment of the Tang dynasty. This reality, that the Sogdians, who have

heretofore been seen as merchants, can be understood as having formed armed

bodies in the past should be recognized. In other words, the occupation of breed­

ing and trading war horses, would have necessarily deepened their involvement

with military matters and led them to become militarized.

THE HISTORY OF THE AGRICULTURAL EXPLOITATION OF

COl TRI VILLAGE IN NINH BINH PROVINCE IN THE

RED RIVER DELTA OF VIETNAM

: A RECONSIDERATION OF RELATIONS BETWEEN LOCAL

AND NATIONAL OFFICIALS AND THE POPULACE

YAO Takao

During the reign of Thanh Tong, the fifth emperor of the Le dynasty, which

had been established early in the 15th century, an administrative system was insti­

tuted and a highly uniform system of local administration was also created. In re­

gard to the administration of land, the system of equitable distribution of rice fields

based on public rice fields was likewise instituted and a policy of social equality

was promoted. Despite this fact, the development of new rice fields was aggres­

sively promoted. These efforts to exploit the land can be seen classified into three

types based on the character of the developer, (1) powerful noble families who

were associated with the founding of the dynasty, (2) government officials, and (3)

ordinary farmers.

The Coi Trl village in Ninh Blnh province in the lower Red River delta was de­

veloped by the method known as Chiem x~ which meant development by those

from other provinces. In earlier studies it has simply been assumed that it was

closely related to H6ng Du'c banks, which were constructed in the area by the

national government at the same time, however, the specific course of the de­

velopment has not been made clear.

On the basic of local sources written by the descendants of the developers,

this study points out that the people secured many private rice fields even though

they faithfully followed the government's Chiem x~ method of development, that

recruitment of new members was frequently conducted relying on blood and

neighboring relationships built up over 30 years of the development process, and
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that some people who only saw it as a method of speculation participated although

the aim of the method had been to aid people in poverty, and thus it did not ex­

hibit the elements of a development project conducted on a national scale.

Even though it is certainly true that the H6ng Du'c banks ultimately made a

great contribution to the development project, the development of rice fields here

can be classified as of type (3). And despite this, the frequent acts of submitting

reports from local officials, deliberations of the central government, the issuance

of imperial decrees, surveys of villages by provincial authorities for the develop­

ment of a single village can be seen as abuses brought about by the over concen­

tration of power in the central government.

SAFAVID CHRONICLES AND THE INTRODUCTION

OF THE TURKISH CALENDAR

GOTO Yukako

In Islamic historical writing the canonical Hijra calendar was ordinarily used to

date historical events. In the area where Persian was the main written language of

the inhabitants, historians began to write in Persian, but the Hijra calendar re­

mained in use. After the Mongol invasion, the cyclical Chinese-Uighur calendar, in

which the years were represented by a series of twelve animals, was introduced

and used in parallel with the Hijra calendar in Persian historical writing and in dat­

ing the issuance of fiirmiins (royal decrees).

After the fall of the Il-Khanid dynasty in the first half of the 14th century, the

use of the solar animal calendar in Persian historiography became rare, even

though it was still in use in administrative affairs. The Safavid dynasty, which had

taken control of Persia in 1501, revived the use of the animal calendar, in the form

of the Turkish calendar, siil-i turkz. A special characteristic of this calendar is the

conformity of New Year's Day with nauruz (New Year's Day) of Persian origin.

Then in the later reign of Shah Tal).masb I and that of Shah Sultan Mul).ammad

lJudabandah, most of the farmiins that were issued between the late 960's (the

early 1560's) and the late 990's (the late 1580's) had a corresponding animal­

designated year in addition to a Hijra date. This period corresponds to the period

when the Turkish calendar was given precedence over the Hijra dates in the Safa­

vid chronicles, and both calendars were used in tandem. In the reign of 'Abbas I,
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